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西日本の縄文時代を語る上で、重要な研究課題の一つに「縄文農耕」論がある。中

でも山陰地方、特に島根県における「縄文農耕」関係の資料の増加には著しいものがあ

る。これらの資料にはプラントオパール、石器の器種組成や使用痕、異系統土器の搬入

状況など様々なものがあるが、それらの体系的な研究についてはまだ端緒についたばか

りと言うことができ、酢電文農耕」の存在を実証することを含め、今後の研究の深化が

全国的にも期待されているところである。

このような研究動向の中、島根大学考古学研究室では山陰地方における縄文時代の

「農耕」のあり方、ひいては縄文時代以降の農耕文化の受容と展開について検討を加え

るべく長期的な展望のもと、遺跡の発掘調査を中心とした研究活動を継続的に行なうこ

とにした。その最初の調査地として選んだのが、島根県美濃郡匹見町 (現 益田市匹見

町)石ケ坪遺跡である。

研究室では、匹見町および匹見町教育委員会 (現益田市および益田市教育委員会)の

御協力のもと、三年計画で石ケ坪遺跡の発掘調査を行なってきた。本書はその第三回目

の発掘調査の概報である。調査も三年目を迎え、遺跡や周辺の状況だけではなく、中国

地方西部全体や九州地方を射程に入れた議論も行なうことが可能になりつつある。この

成果は本報告書として結実させたい。

発掘調査並びに概報の作成は、大学院生および学部三年次生を中心として進められ

た。短期間で調査と概報の作成の両方を行なうにあたっては、並々ならぬ努力があつた

と思う。この経験を無駄にせず、発掘調査や各作業の意味をしっかり理解し、次につな

げてほしい。

なお、調査中匹見町の方々には様々な御配慮を賜つた。記して感謝したい。

島根大学考古学研究室

渡辺 貞幸

山田 康弘

2005年 3月



例 口

(1) 本書は島根県美濃郡匹見町 (現益田市匹見町)大字紙租に所在する石ケ坪遺跡の第5次調査

概報である。

(2) 発掘調査は2003年 8月 18日 から9月 1日 にかけて実施した。

(3) 発掘調査は島根大学法文学部考古学研究室が行なった。

律) 本書では建物跡を「SB」、柱穴を「P」 、土坑を「SK」 と表記する。

(5) 土層の色調については小山正忠・竹原秀雄編集、農林水産省農林水産科学技術会議事務局監

修、日本色研事業株式会社発行の F標準土色帖 (1998年 版)』 を使用した。

(6) 出土品の整理作業と報告書作成の諸作業には考古学専攻の大学院生および学部生があたり、

作業の一部は島根大学法文学部の授業科目「考古学実習Ⅱ」の一環として行なった。

(7) 発掘調査及び整理作業の参加者は以下の通 りである。

発掘調査 :渡辺貞幸 (法文学部教授)、 山田康弘 (法文学部助教授)、 厚見 崇 (大学院 1年

次)、 池田恵理、佐海由美子、高畑あゆみ、三谷早希子、山中将士、油利 崇 (以上 8年

生)、 片山尚子、客野祐治、鈴木小織、中村佳珠、中村倫子、百田 麻、山中 玲 (以上 2

年生)

整理作業 :厚見 崇、池田恵理、佐海由美子、高畑あゆみ、三谷早希子、山中将士、油利

崇、片山尚子、客野祐治、鈴木小織、中村佳珠、中村倫子、百田 麻、山中 玲

(8) 発掘調査でのフイールドマスターは厚見 崇が担当した。

(9) 執筆担当は文末に示しており、本書の編集は山田康弘と厚見 崇が行なった。

Q③  出土遺物および記録図面 。写真はすべて島根大学法文学部考古学研究室に保管されている。

0⇒  調査および本書の作成にあたって、匹見町町長・教育長をはじめとして匹見町の全面的な御

協力をいただいた。また次の諸氏、諸機関より御教示・御協力を賜つた。記して謝意を表した

い。(敬称略、順不同)

渡辺友千代、栗田美文、山本浩之 (以上匹見町教育委員会)、 會下和宏 (島根大学埋蔵文化財

調査研究センター)、 藤原恵吉 (島根大学)、 中村友博 (山 口大学人文学部)、 今岡照喜 (山 口
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第一章 序
撚

百Ⅲ

1日 遺跡の位置と環境

石ケ坪遺跡は、島根県美濃郡匹見町 (現益田市匹見町)大字紙祖に位置する (第 1図 )。 本遺跡は

紙祖川右岸の河岸段丘上に立地 してお り、南東側のす ぐそばまで中国山地が迫っている。紙祖川の上

流の地点では小原川が、下流の地点では匹見川が合流 し、その紙祖川や匹見川にはヤマメ、アマゴな

どが生息している。このように河川の合流する地点は魚類がよく集まるため、漁場としては最適であ

る。また、匹見町はその面積の96%を 山林に占められてお り、山々にはクリ、 トチといった落葉樹林

が生い茂り、ツキノワグマやイノンシなどの動物が生息 している。このようにこの地域は、狩猟・漁

携・植物採集に適 したところといえるだろう。

また、当地域の特徴 として中国山地の南西に延びる尾根に沿って移動すれば山口方面へぬけること

ができるという点がある。本遺跡の第 1次～第4次調査では、九州系の縄文土器である並木式、阿高

式土器や大分県姫島産の黒曜石製の石器類が出土 しており、九州との交流が指摘されている (渡辺編

1990。 2000、 山根 。樋口編2002、 山田編2003)。 このような九州との交流の際には、山口県を経由 し

て中国山地をぬけるルー トを用いたと考えられる。また、本遺跡の南西側には、益田氏の居城であつ

た小松尾城跡が遺跡として残つてお り、このことからも、この地域が古 くから交通の要所であったこ

とがうかがえる。

町内のほかの遺跡についてみてみよう。本遺跡をはじめとしたこの地域の縄文時代遺跡のほとんど

は、河川の合流する地域の周辺に延びる狭長な河岸段丘上に立地 しているといえる。本遺跡の下流に

ある水田ノ上遺跡 (渡辺編1991)は 縄文時代後期から晩期にかけての遺跡であるが、ここからは墓あ

るいは祭祀場 とされる配石遺構が検出されている。この配石遺構は環状列石状のものと考えられ、西

日本には類例のみられないものである。遺物では、石製勾玉、硬玉製管玉といった装身具類、土偶、

円盤形線刻土製品などの呪術具が出土 していることが注目される。水田ノ上遺跡と同様に配石遺構が

検出されている遺跡には、ヨレ遺跡 (渡辺 。矢野編1993)、 中ノ坪遺跡 (渡辺・栗田編1999)な どが

ある。ヨレ遺跡の場合、縄文時代後期後葉から晩期前葉につ くられたものと推定されてお り、祭祀の

場と考えられている。ここでは鳥形土製品などの呪術具が出上 していることも注目されている。本遺

跡の上流に位置 している中ノ坪遺跡のものは、縄文時代前期前半の墓群と考えられている。石ケ坪遺

跡の第 1次 。第 2次調査においても、縄文時代後期初頭の配石遺構が検出されている。匹見町の北東

の匹見川上流域には、新槙原遺跡 (松本編1987)や 田中ノ尻遺跡 (渡辺編1997)が所在 している。新

槙原遺跡では縄文時代早期から中期にかけての遺物が出土 しただけでなく、旧石器時代に属すると思

われる削器類が表採されている。田中ノ尻遺跡では縄文時代早期の集石炉が検出され、縄文時代前期

の轟式、曽畑式といった九州系の縄文土器が出土 している。同様の九州系土器は中ノ坪遺跡でも見つ

かっている。このように、匹見町の縄文遺跡は、縄文時代の精神生活や、九州との交流を考える上で

重要な資料を提供 しているといえるだろう。

続いて、弥生時代の遺跡についてみてみよう。立地については、縄文時代に引き続き、河岸段丘に

位置 しているものが多い。本遺跡の下流、水田ノ上遺跡の近 くに位置する長通遺跡 (渡辺編1998)も
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河岸段丘に位置 しているが、弥生時代のピット、土坑、竪穴住居址が検出されている。また、水田ノ

上遺跡の南狽1の一角にあたる槍田地区では、細形銅剣あるいは銅支と考えられる武器形青銅製品の先

端部が出土 した (松本・岩永1991)。 ここでは、弥生土器が採集されていないことから、青銅器の埋

納があったと考えられている。下手遺跡 (渡辺編1993)で は弥生時代前期後葉から中期中葉の上器を

共伴する配石遺構群が検出されている。これについては墓地や祭祀場、といつた推定がなされている

が、それを裏づける骨片や呪術的遺物は出土 していない。このほか、前田遺跡、筆田遺跡、木戸開中

遺跡、塚田遺跡、江田平台遺跡、平田遺跡、ヨレ遺跡、イセ遺跡など、多数の遺跡が平地の多い匹見

町中心部に集中している。匹見町では縄文時代に続 き、弥生時代においても複雑な文化様相が想定さ

れる。

古墳時代以降の遺跡についてみていくと、古墳時代には和田古墳、野入古墳、牛首古墳などが存在

しているが、これらは山丘の尾根上や山裾部に立地 していて、小規模なものが多い。本遺跡の下流に

ある長グロ遺跡 (渡辺編1991)は、奈良～平安時代の集落跡で、竪穴住居址や土坑が検出され、須恵

器、土師器、石錘 といつた遺物が出土 した。これらの検出状況から、長グロ遺跡は農村集落と推定さ

れている。同じく本遺跡の下流にある下正ノ田遺跡 (渡辺編1991)は 、縄文時代から平安時代までの

複合遺跡であるが、 7世紀後半から8世紀後半の住居l■ と考えられる溝状遺構が検出されている。こ

のほかに中世のものでは、製鉄遺跡や山城が多 く存在 している。

以上、概観 してきたように、匹見町は山間部ではあるが多数の遺跡が存在 している。周辺は自然が

豊かであ り、交通の要所でもあったため、古 くから生活の場 として利用されてきたといえるであろ

つ O (池田 恵理)
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2日 過去の調査の概要

石ケ坪遺跡では、現在までに匹見町教育委員会による2回の発掘調査と、島根大学考古学研究室に

よる2回の学術調査が行なわれている。第 1次 。第 2次調査については報告書 (渡辺編1990。 2000)

が、第3次 。第4次調査については概報 (山根・樋口編2002、 山田編2003)力半J行 されている。今回

の調査は第 3次・第 4次調査に引き続 き、島根大学考古学研究室の調査 として行なわれたものであ

る。ここではこれらの文献に基づきながら、過去の調査 とその成果を概観 してみることにする。ま

た、今回の調査で引き続き行なった遺跡周辺の測量が終了し、今まで明確ではなかった過去の調査区

との位置関係がほぼ確定 したので、調査区の位置図を示 しておく (第 2図 )。

第 1次調査

1989年 4月 10日 から同年 7月 31日 までの期間で実施された。調査面積は約1,240♂で、A区～H区

までの調査区が設定された。この調査では土層が 1層 ～5層 まで確認された。調査の途中で遺跡の保

存が決定したため、完掘されたのはF2区 のみとなり、他の区では遺物包含層の調査は行なわれてい

ない。紙祖川の貫流により、全体に層位が乱れている区があるが、旧河道と想定されるところ以外の

層序はほぼ水平となっている。

検出された遺構は住居址、土坑、溝状遺構、配石遺構、旧河川の河床礫などで、これらの多くは遺

物包含層である3層 中から検出されたものである。住居址は楕円形プランをもつもので、完掘された

F2区以外の調査区でも検出されている。また、配石遺構には石囲炉と推定されているものもある。

3層 中からは多量の遺物が検出されているが、その中でも土器が大多数を占める。その土器の約 5

分の 1を 占めるのが在地の中津式土器で、他に九州系の並木式、阿高式の滑石混入土器、鐘崎式や小池原

上層式といつた土器が出土 している。それに比較 して、中津式上器に次 ぐ福田KⅡ 式土器の出土量は

少ない。中津式上器と並木式上器は遺構内で共存 しており、これらの時間的位置付けが問題となった。

第 2次調査

1999年 4月 16日 から同年 9月 30日 までの期間で実施された。第 1次調査区の東狽1に A区～I区 まで

の調査区が設定されたが、B地区は調査されておらず、H地区は全面調査が行なわれた。この調査で

は削平などのため均―な堆積ではないが、土層が 1層 ～7層 まで確認された。出土 した遺物から、 1

層・ 2覆 は近世、3層 ・4層上位は中世前半、4層 下位・5層 は縄文時代、という3つの文化層に分

けられている。縄文時代のものには、中期、後期、晩期の各期にわたる遺物や遺構が検出されてい

る。遺構には土坑、柱穴、配石遺構などがあり、中でも土坑には配石を伴うものとそうでないものの

2種類があり、その性格の違いが推察されている。

出土 した縄文土器は中津式上器が全体の 7割強を占め、九州系の滑石混入土器も混じっており、そ

の中には一部並木式が含まれている。石ケ坪遺跡と同じ支流域にあり、石ケ坪遺跡に何 らかの影響を

与えている可能性の指摘されている中ノ坪遺跡では、中期中葉に位置付けられる船元 I式・Ⅱ式が出

土 しているが、並木式はみられない。石ケ坪遺跡では船元 正式・Ⅱ式は出上していない。このことか

ら、並木式は船元式と並行するものではない、という見解が提示されている。

第 3次調査

2001年 8月 20日 から同年 9月 3日 までの期間で実施された。調査面積は36♂で、A～C-1～ 3区

の調査区が設定された。この調査では、九州系の縄文土器と在地の縄文土器との時間的関係を明らか
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にすること、配石遣構の時期および性格を明らかにすること、の 2点 に主要な目的がおかれた。ま

た、この調査では土層が 1層 ～5層 まで確認されたが、過去の調査の遺物包含層は確認されず、遺物

の出土量も少量にとどまった。

検出された遣構は縄文時代の土坑 6基、柱穴状遺構 9基で、遺構検出面は4層上面である。柱穴状

遺構は第 2次調査で検出された中世前半期の柱穴と同様の性格が考えられた。土坑は5基が精査 さ

れ、そのうち4基が互いに切 り合い、貯蔵穴と土坑墓両方の可能性が推察されている。残 りの 1基は

掘 り返 したような状況が確認され、複葬の可能性をもつ土坑墓と考えられた。出土 した遺物のほとん

どは縄文土器で、時期は縄文時代晩期前半を中心としたものであるが、過去の調査のように九州系の

土器は見つからなかった。 しかし、九州方面との交流は姫島産黒曜石梨剥片の出土によつて確認され

た。今後、良好な遺物包含層を見つけること、遺存状態の良い遺構を見つけることが課題となった。

第 4次調査

2002年 8月 19日 から同年 9月 9日 までの期間で実施された。第 3次調査時に設定した調査区を基準

として、I～L-16～ 18区、拡張区としてK～L-14～ 15区 が設定された。調査面積は64∬である。今

回の調査の目的は、第 3次調査 と同じく、配石遺構の性格を明らかにすること、九州系の縄文土器 と

在地の縄文土器との時間的関係を明らかにすることである。この調査では土層が 1層 ～8層 まで確認

され、4層 ～6層が遺物包含層にあたる。しかし、今回確認された層位は、水田耕作時の掘削や樹根

による攪乱、紙祖川の貫流などにより、一次的な堆積層 として残つている可能性が低いと思われた。

I～」-16～ 18区 は第 1次調査の F2区 にあたる。K～ L-14～ 15区 では4層上面で土坑 1基、柱穴

状遺構 3基、ピット数基が検出された。同区に設定されたサブ トレンチからは土坑 2基が検出され、

この2基の土坑は土坑墓と推定された。その周囲にはまだ数基の土坑が存在 した可能性があるが、調

査期間の関係で未調査に終わつた。また、K～L-16～ 18区 では6層 中から多量の礫群が検出された。

遺物は、土器や石器など大量に出土 したが、土器は細片のものが多 く、調査の目的の一つであつた

九州系の縄文土器と在地の縄文土器の時間的関係を確認するには至らなかった。しかし、第 3次調査

では出土 しなかった並木式土器などの滑石混入土器が出土 し、姫島産黒曜石を素材とした石鏃が出土

したことから、九州地方との交流があつたことをさらに補強することとなった。

今後の課題 として、遣存状態のよい遺構をみつけること、引き続き配石遺構の様相を明らかにする

こと、九州系の縄文土器と在地の縄文土器との時間的関係を明らかにすることが課題となった。

(池 田 恵理)

引用文献

山田康弘編2003『石ケ坪遺跡発掘調査概報Ⅱ』島根大学法文学部考古学研究室

山根 航・樋口英行編2002『石ケ坪遺跡発掘調査概報 I』 島根大学法文学部考古学研究室

渡辺友千代編1990『石ケ坪遺跡』匹見町教育委員会

渡辺友千代編2000『石ケ坪 A遺跡』匹見町教育委員会
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第二章 調 査 の 概 要

lH目 的と経過

目的

今回の調査の目的はまず、第4次調査に引き続き、九州系の縄文土器と在地の縄文土器の時間的関

係を明らかにすることである。

前章でも触れたように、石ケ坪遺跡と中ノ坪遺跡での、九州系の縄文土器である並木式土器と在地

の縄文土器である船元式土器の出土状況から、並木式土器が船元式上器並行ではない可能性が指摘さ

れている。そして石ケ坪遺跡では、縄文時代後期初頭とされる中津式上器と、縄文時代中期前葉とさ

れる並木式土器や、後続する阿高式上器が同一の層内で共伴 している。このことから、並木式土器が

中期中葉に下 り、阿高式上器もそれに伴い、中津式土器に接近するのではないかと言われている (渡

辺編2000)。 このような問題点から、今回の発掘調査では、これらの九州系 と在地の縄文土器の共伴

関係を明らかにすることを目的とした。

また、石ケ坪遺跡の第 1次調査では住居址が検出されている。今回は第 1次調査区付近の発掘を行

なって、住居址の床面から炭化種子等を検出することも目的とした。石ケ坪遺跡は第 1次と第2次調

査における打製石斧の出土状況から縄文時代の「農耕」の可能性が示唆されてお り、当時の植物利用

状況を炭化種子から確認することによって裏づけることができる可能性を含んでいるからである。

経過

石ケ坪遺跡第 5次発掘調査は2003年 8月 18日 から同年 9月 1日 にかけて行なわれた。発掘地点は第

4次調査区の南側に位置 し、発掘調査面積は36∬ である。調査区設定は、第 3次調査で設定 したグ

リッド分割を基準に行ない、それに従ったグリッド名を付 した (第 3図 )。 表土層である 1層 から2

層はスコップによりまとめて掘 り下げを行なった。3層 より上層の遺物は一括 して取 り上げ、4層 よ

り下層の石器と2 cm以上の土器及び炭化物に関しては、 1点ずつポイントを落として取 り上げた。

8月 18日 に機材搬入を行ない、19日 にベンチマークおよび調査区を設定 した。当初予定 していた調

査区の P～R-29～ 31区 は、東南端が湿地にかかって壁が崩れるおそれがあったため、第 1次調査の

D2区 にかかるM～O-27～29区へ調査区を再設定 して発掘 した。まず過去の調査区との位置関係の

確認のため M-27～ 29区 を発掘 したところ、第 1次調査の D2区東南端と思われる部分の埋土が検

出できた。そして20日 は、範囲をM～ O-27～29区全体に広げて調査を行なった。21日 には3層 が検

出され、遺物が多 く出土するようになった。22日 には良好な包含層である4層 が確認され、随時ポイ

ントを落として遺物を取 り上げながら、掘 り下げていくこととなった。また、第 1次調査の トレンチ

の掘方と、層位の確認のため、M-29区からN-29区 へ長さ3m、 幅0。 5mのサブ トレンチを設定 し

て掘 り下げた。23日 に遺構を検出した。N～O-27区から検出した土坑 1基をSK-01と し、M～ O一

27～ 28区 に検出されたピット8基をSB-01に 伴う柱穴列とし、O-29区 に検出された溝状遺構をSD

―olと した。24日 は遺構の精査を行ない、SK-01と SD-01は半裁 してから、SB-01に伴 う柱穴列

は 1基を除いて半我せず完掘 した。SB-01に伴う柱穴列のうち、樹根による攪乱 と確認されたもの

を除外 した6基を、それぞれ柱穴 1～ 6と した。この段階では、柱穴 5と したものの上部に人頭大の
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第 3図 調査区および遺構配置図

礫があることから、配石墓である可能性が考えられた。SD-01は不定形でセクシヨンにも現れない

ことから、樹根による攪舌しと判断 した。27日 にはN-29区 で新たに柱穴が検出された。また、発掘調

査と並行 して遺跡周辺の地形測量を行なった。29日 に第 1次調査区から続 くと思われる礫群が M～N

-28～29区で検出された。N-29区 で検出されていた柱穴は、樹根による攪乱であることが確認され

た。この日に地形測量が完了した。30日 にはM～ O-27～ 29区全体に5層上面が検出された。 しかし

その面で遺構は検出されなかった。柱穴 5は礫の下に樹根が入 り込んだ攪乱と確認された。31日 に現

地説明会を行ない、その後埋め戻 し作業を行なった。 9月 1日 に機材を撤収 して、今回の発掘調査を

終了した。

調査後、整理の過程で柱穴 1～ 4と柱穴 6を P― Ol～ 05と した。

引用文献

渡辺友千代編 2000『石ケ坪 A遺跡』匹見町教育委員会
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2.基準土層

今回設定 した調査区は第 1次調査のD2区 に隣接する形に位置 してお り、過去の調査 との対応関係

を確認 しながら調査 していくことができた。

そこで、過去の調査における土層 との対応関係をふまえて、以下に今回の調査の基準土層を示す

(第 4図、図版 3)。

la層 :表土層である。Hue10YR3/3暗褐色土層。粒子は極小で粘性の弱いシル ト質を呈 している。

第 1次調査、第 3次調査、第4次調査の 1層 に、第 2次調査の lA層 に対応する。

lb層 :耕作土層である。Hue10YR3/2黒褐色土層。粒子は極小で粘性の弱いシル ト質を呈 してい

る。第 1次調査、第 3次調査、第4次調査の 1層 に、第 2次調査の lB層 に対応する。

2層 :耕作土層である。Hue10YR4/2灰責褐色土層。粒子は極小で粘性の弱いシル ト質を呈 してい

る。小礫を多 く含む。第 1次～第4次調査の2層 に対応する。

3層 :水田の床土である。Hue7.5YR4/6褐 色土層。粒子は極小で粘性をもち、しまりがある。シル

ト質を呈 し、全体に酸化鉄が含浸 している。第 1次調査 との対応関係は不明であるが、第 2次

調査、第3次調査、第4次調査の3層 に対応する。北東壁の M～N-27区 では確認できなかっ

た。

4層 :遺物包含層である。Hue2.5YR3/2黒 褐色土層。粒子は極小で粘性をもち、しまりがある。砂

質で、酸化鉄がブロック状に含浸 している。今回の調査ではこの層の上面で遺構が検出され、

多くの遺物もこの唇から出土 している。第 1次調査の3層、第 2次調査の 5層 、第4次調査の

4層 ・ 5層 に対応する。第3次調査では、この層は確認されていない。

5層 :4層 の下で確認 した、砂質を呈する層である。Hue10YR4/3に ぶい黄褐色土層。粒子は極小で

粘性をもち、しまりがある。第 1次調査の4層 、第 2次調査の6B層 、第3次調査の4層、第

4次調査の 7層 に対応する。

これらの土層は、河川の氾濫や山地の崩壊土などによる攪乱の影響はみられず、比較的平坦な堆積

が確認できる。 しかし、検出された遺構などから、水田耕作によって4層 の上面は削平されているこ

とが確認された。第 2次調査の4層 にあてはまるものがみられないのもそのためであろう。第 1次調

査、第 3次調査、第 4次調査についても同じことがいえるので、削平の影響について考える必要があ

るだろう。また、調査区全体にわたって、3層 で顕著にみられる酸化鉄の含浸が 4層 でもかなり深い

ところまでみられることは、植物の根の侵入に伴うものであると考えられ、攪乱の影響についても注

意する必要があるだろう。

今回の調査では、遺物包含層である4層 を堀 り上げ、無遺物層である5層 上面まで掘 り下げを行

なった。さらにサブ トレンチを設定 し、部分的に掘 り下げて 5層以下を確認 している。

第4次調査の主な遺物包含層である6層 は、今回それに対応する土層は確認されていない。これは

第4次調査区が旧河道に近いという調査地点の違いによるものだという可能性が考えられる。

(ヤ由不J 崇)
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3日 遺構の検出状況および遺物の出土状況

今回の調査では、土坑 l基、建物跡 (住居址か ?)の一部と思われる柱穴 5基が検出された。ここ

では検出された遺構と出土 した遺物の状況について記述する。

遺構の検出状況は、土坑が調査区の北東側、柱穴が調査区の北側で検出された。遺構確認面は共に

4層上面である。遺物は、縄文時代のものを中心に調査区全体で土器2,497点 、土製品 1点、石器416

点が出上 した。遺物の出土層位は、第 1次調査埋土から土器 1点 、 1層 および2層 から土器333点 、

石器128点 、 3層 から土器89点 、石器29点、4層上面から土器158点 、石器13点 、 4層 から土器1,867

点、石器216点が出土 している。また、壁清掃土から土器49点 、石器17点が出ている。そのうちポイ

ントを落として取 り上げたものは土器694点 、石器74点 である。なお、今回の目的である縄文時代以

外の遺物として、 1層および2層 から須恵器 1点、陶磁器 9点、寛永通宝 2点がある。

4層 を中心とする遺物の分布状況は、N-28、 N～ O-29区 で集中してみられ、M-27、 O-27区で

はあまり見られなかった。遺物の接合夕Jは 16例 あり、そのうちポイントを落とした例は12例 であつ

た。接合 した土器同士の距離は、最も近いもので約 3 cm、 最も遠いもので約49cmで あった。また、M

-27～29区 においては遺物の出土量は少量であ り、第 1次調査で埋上に用いられた真上が検出され

た。したがって、当区の一部は第 1次調査区にかかることが確かめられた。

土坑

SK-01(第 5図、図版 5)

SK-01は 、N～ O-27区で検出され、平面 プランは不整楕円形 を呈する。土坑の長軸方向は

N36° Wである。規模は、確認面で長軸長が約110cm、 短軸長が約52cm、 底面では長軸長が約95cm、 短

軸長が約39cm、 深さは最深部で確認面より約1lcmである。土坑壁の傾斜については比較的緩やかな角

度で掘 り込まれている。埋土は 1層 のみであ り、色調は Hue10YR2/3黒 褐色を呈 し、酸化鉄がブ

ロック状に混入したシル ト質の土である。

本土坑からは土器 6点 と骨粉 1点が出上 してお り、そのうち出土位置を確認できたものは土器 4点

と骨粉 1点 である。図示 したものは第10図 -192、 第11図 -204、 215の 土器 3点 である。 また、

ウォーターフローテーシヨンにかけるために、埋土はすべて持ち帰った。

建物跡

SB-01(第 3図 )

SB一〇lは 、M～ O-27～28区で検出された。各柱穴の中心間の直線距離は、P-01～ 02は約122cm、

P-02～ 03は 約158cm、 P-03～ 04は 約119cm、 P-04～ 05は約149cmで ある。平均すると約137cmに な

る。柱穴位置からこの建物跡を円形プランを持つものとして復元 した場合、推定される規模は径約

6.4mと なる。

P-01(第 5図 )

P-01は 、M-27区 で検出された。平面プランは円形を呈 し、最大径は約12cmである。深 さは確認

面より約12cmで ある。

P-02(第 5図 )

P-02は 、M-28区 で検出された。平面プランは円形を呈 し、最大径は約15cmである。深 さは確認
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面より約16cmである。土器 2点 と石器 1点が出上 している。

P-03(第 5図 )

P-03は 、N-28区 で検出された。平面プランは不整円形を呈 し、最大径は約26cmで ある。深 さは

確認面より約13cmである。

P-04(第 5図 )

P-04は 、O-28区 で検出された。平面プランは楕円形を呈 し、最大径は約20cmで ある。深 さは確

認面より約 8 cmで ある。土器 1点が出上 しており、第10図 -178に図示 してある。

P-05(第 5図 )

P-05は 、O-28区 で検出された。平面プランは円形を呈 し、最大径は約23cmで ある。深さは確認

面より約 6 cmで ある。土器 1点 と石器 1点が出上 している。そのうち図示 しているものは第10図 ―

184の上器 1点である。また、柱穴内に礫がみられた。

以上、遺構と遺物の検出、出土状況について述べてきた。今回検出された遺構は、全体的に掘 り込

みが浅 くなってお り、すべて同一平面上で検出された。このことは、後世の耕作によつて遺構の上面

が削られていることを示 している。                      (三 谷 早希子)
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第二章 出 土 遺 物

今回の調査で出上 した遺物は、縄文土器2,497点 、土製品 1点、石器416点、須恵器 1点、陶磁器 9

点、寛永通宝 2点である。須恵器、陶磁器、寛永通宝は 1層 および2層 からの出土であ り、今回の調

査目的とも離れるので図示 しないこととする。なお、この他に炭化物と骨粉が出土 した。

遺物の取 り上げ作業においては、4層以下の石器 と2 cm以上の土器については全点ポイントをと

り、それ以外の遣物は層位及びグリッド毎に一括 して取 り上げた。排土はすべて 511mメ ッシュのふる

いにかけ、小 さな遺物のとりこぼしがないように努めた。

主要な遺物である縄文土器、土製品、石器について以下に記述 していく。記述は、先に出上位置お

よび層位について述べて、その後に土器については分類毎に、石器については製品を中心に器種毎に

記述する。なお、縄文土器の時期的問題については第四章の考察において述べることとする。

1日 縄文土器 (第 6～ 11図、図版6～ 11)

土器の出上位置は次の通 りである。 1層 および2層 から出土 した土器は、第 7図 -51、 53、 61、

66、 盈、第 8図 -93、 105、 110、 114、 第 9図 -135、 150、 153、 175で ある。 3層 から出上 した土器

は、第 8図 -97、 第 9図 -134である。 4層 上面から出土 した土器は、第6図 -3、 5、 9、 21、 23、

25、 28、 34、 39、 第 7図 -46、 47、 60、 65、 68、 69、 71、 75、 84、 86、 第 8図 -98、 101、 111、 115、

118、 121、 131、 第 9図 -138、 141～ 144、 149、 151、 152、 156、 157、 163、 165～ 167、 第10図 -183、

189～ 191、 198、 200、 203、 第11図 -207、 219、 220、 222～ 226で ある。 4層 中から出土 した土器は、

第 6図 -1、 2、 4、 6～ 8、 11～ 20、 22、 24、 26、 27、 29～ 33、 35～ 38、 40、 41、 第 7図 -43～

45、 48～ 50、 52、 54～ 59、 62～ 64、 67、 70、 72、 73、 76～ 83、 85、 87、 第 8図 -88～ 92、 94～ 96、

99、 100、 102～ 104、 106～ 109、 112、 113、 116、 117、 119、 120、 122～ 130、 132、 第 9図 -136、

137、 139、 140、 145～ 148、 154、 155、 158～ 162、 164、 168～ 174、 176、 177、 第10図 -179～ 182、

185～ 188、 198～ 197、 199、 201、 202、 第11図 -205、 206、 208～ 214、 216～ 218、 221、 227～ 232で あ

る。壁清掃土からは第 6図 -10が出上 している。これらの内、38、 85、 87、 125、 175、 193、 197、

217、 220は 同一層位から出土 したもの同士が接合 したものである。

遺構から出上 したものでは、SK-01か ら第10図 -192、 第11図 -204、 215が 、P-04か ら第10図 一

178が、P-05か ら第10図 -184が ある。これらの他に、第 6図 -42は 4層上面の土器 と4層 の上器

が、第 8図 -133は 4層 上面の土器と1層 および2層 出上の土器が接合したものである。

分類の概要

出土 した縄文土器2,497点 のうち、比較的残 りのよいもの231点 に関して資料整理を行ない、分類 し

た。まず、土器の部位によって、口縁部、胴部、底部に分けた。口縁部は口唇部文様からI刻み日、

Ⅱ圧痕、Ⅲ刺突、Ⅳ無文の4種類に分けた。次に、A地文に縄文を持つもの、B地文に縄文を持たな

いものに分け、さらに、a有文、b無文に分けた。胴部はA地文に縄文を持つもの、B地文に縄文を

持たないものに分け、さらに、a有文、b無文に分けた。底部は資料数が少ないため、分類は行なわ

なかった。以上の分類に従い、各土器について記述を行なうことにする。
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口縁部 (第 6、 7図、図版 6、 7)

I― B―a類 (第 6図 -15、 17、 36、 37)

第 6図 -15、 17、 36、 37は 口唇部に刻み目が施されている。15は外器面に圧痕が施されている。内

器面はナデ調整され、胎土中に2 alnl程度の石英を若干含む。色調は内外器面とも黒褐色を呈する。17

は外器面に圧痕が施されている。内器面はナデ調整され、胎土中に2～ 4 mmの 石英を若干含む。色調

は内外器面とも黒色を呈する。36は棒状工具で沈線が施文されている。内外器面 ともナデ調整され、

胎土中に3 alm以下の長石、石英、黒雲母、金雲母を含む。色調は外器面がにぶい黄色、内器面がにぶ

い黄褐色を呈する。37は 棒状工具で刺突が施されている。内外器面ともナデ調整され、胎土中に3111111

以下の長石、石英を含む。色調は外器面が灰黄褐色、内器面がにぶい黄褐色を呈する。15、 36、 37に

は褐鉄鉱が付着 している。

正一B―b類 (第 6図 -42)

第 6図 -42は 口唇部に刻み目が施されている。内外器面ともナデ調整され、胎土中に l alal以 下の長

石を含む。色調は外器面が灰褐色、内器面がにぶい褐色を呈する。褐鉄鉱が付着 している。

Ⅱ一B一b類 (第 6図 -16、 18、 40、 41)

第 6図 -16、 18、 40、 41は 口唇部に圧痕が施されている。16は 内外器面ともナデ調整され、胎土中

に l mm以下の黒雲母を含む。色調は外器面がにぶい責橙色、内器面が暗褐色を呈する。18は 外器面が

ナデ、内器面は条痕が残っており、胎土中に l alm以 下の長石を含む。色調は外器面がにぶい黄橙色、

内器面が灰黄褐色を呈する。40は 内外器面ともナデ調整され、胎土中に3 mm以 下の長石、石英、黒雲

母を含む。色調は外器面がにぶい責橙色、内器面が黄褐色を呈する。41は外器面がナデ、内器面は二

枚貝によって条痕調整され、胎土中に l mm以下の黒雲母を含む。色調は外器面がにぶい褐色、内器面

が橙色を呈する。18、 41に は褐鉄鉱が付着 している。

Ⅲ―B一a類 (第 6図 -13、 35)

第 6図 -13、 35は棒状工具で口唇部に刺突が施されている①13は擬似縄文 と沈線が施文されてい

る。内器面はナデ調整され、胎土中に l al14程 度の石英、 l mm以下の長石を含む。色調は内外器面とも

黄灰色を呈する。35は 波状口縁の波頂部である。波頂部に刺突が施され、棒状工具で沈線が施文され

ている。内外器面ともナデ調整され、胎土中に 1～ 2 rll14程 度の長石、石英を含む。色調は外器面が灰

褐色、内器面が暗褐色を呈する。褐鉄鉱が付着 している。

Ⅳ一A―a類 (第 6図 -21、 29、 31、 32、 38、 第 7図 -43、 47、 49、 51～ 53、 55、 57、 62、 64、 66、 79)

第 6図 -21、 29、 31、 32、 38、 第 7図 -43、 55、 57、 79は単飾 LR縄文が施され、棒状工具で沈線

が施文されている。21は外器面が ミガキ、内器面はナデ調整され、胎土中に l allll以 下の長石を若千含

む。色調は外器面が褐灰色、内器面が灰褐色を呈する。29は 波状口縁の波頂部付近である。内外器面

ともナデ調整され、胎土中に1～ 5 mm程 度の石英を含む。色調は外器面がにぶい黄褐色、内器面が黒

掲色を呈する。31は波状口縁である。内器面はナデ調整され、胎土中に2～ 3 alna程度の石英を若干含

む。色調は外器面がにぶい責橙色、内器面がにぶい責色を呈する。32は 波状口縁である。内外器面と

もナデ調整され、胎土中に2 alm以下の石英、 l mm以下の黒雲母、金雲母を含む。色調は内外器面とも

にぶい責褐色を呈する。38は 内外器面 ともミガキ調整され、胎土中に2 alm以下の長石、石英を含む。

色調は外器面が黒色、内器面が黒褐色である。43は 内器面がナデ調整され、胎土中に l mm以下の長
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石、石英、黒雲母を含む。色調は内外器面 ともにぶい黄褐色を呈する。55は 内器面がナデ調整され、

胎土中に3 11nl程度の長石、 l nlnl以 下の長石、石英、金雲母を含む。色調は内外器面ともにぶい黄褐色

を呈する。57は 内外器面ともナデ調整され、胎土中に l alm程 度の長石を含む。色調は外器面がにぶい

橙色、内器面が黄褐色を呈する。79は波状口縁の波頂部付近である。内外器面ともナデ調整され、胎

土中に1～ 2 nm程度の長石、 1～ 3 nllll程 度の石英を含む。色調は外器面が橙色、内器面がにぶい橙色

を呈する。29、 31、 32、 57、 79に は褐鉄鉱が付着 している。

第 7図 -49は単節 LR縄文が施され、棒状工具で沈線 と刺突が施文されている。内外器面 ともナデ

調整され、胎土中に l nlal以 下の長石を含む。色調は内外器面とも灰黄褐色を呈する。

第 7図 -47、 51、 53、 62、 64、 66は単節 RL縄文が施され、棒状工具で沈線が施文されている。47

は内器面がナデ調整され、胎土中に l ama程 度の長石を含む。色調は外器面がにぶい黄褐色、内器面が

灰黄褐色を呈する。51は 内外器面ともナデ調整され、胎土中に 1～ 2 1nl程度の石英を若干含む。色調

は外器面が橙色、内器面が明責褐色を呈する。全体的に磨減 している。53は 内器面がナデ調整され、

胎土中に l nal以 下の石英を若千含む。色調は内外器面ともにぶい黄橙色を呈する。外器面が磨滅 して

いる。62は 内器面がナデ調整され、胎土中に l nlm以 下の長石を含む。色調は外器面がにぶい褐色、内

器面が橙色を呈する。64は 内外器面ともナデ調整され、胎土中に l llm以 下の黒雲母、 1～ 2 nm程度の

石英を含む。色調は外器面が橙色、内器面がにぶい橙色を呈する。外器面が磨減 している。66は 内器

面がナデ調整され、胎土中に l mm以下の金雲母を若干含む。色調は外器面がにぶい黄褐色、内器面が

にぶい責橙色を呈する。外器面に褐鉄鉱が付着 している。

第 7図 -52は縄文が施され、棒状工具で沈線が施文されている。内器面はナデ調整され、胎土中に

l nlm程 度の長石、 l alll以 下の黒雲母を若干含む。色調は内外器面ともにぶい黄橙色を呈する。全体的

に磨減してお り、縄文の節は不明である。

Ⅳ一A―b類 (第 7図 -63)

第 7図 -63は単節 LR縄文が施されている。内器面はナデ調整され、胎土中に l llm以 下の長石を若

干含む。色調は外器面が灰黄褐色、内器面がにぶい黄橙色を呈する。

Ⅳ一B―a類 (第 6図 -4、 14、 19、 20、 22～ 26、 28、 33、 34、 第 7図 -44～ 46、 48、 50、 54、 56、

58～ 61、 65、 67～ 78、 80、 81、 83～ 87)

第 6図 -4、 14、 19、 20、 22～ 26、 28、 33、 34、 第 7図 -44～ 46、 48、 50、 54、 56、 58、 60、 61、

65、 67～ 71、 74～ 78、 80、 81、 83～ 87は棒状工具で沈線が施されている。4は内外器面ともナデ調整

され、胎土中に l alm以 下の金雲母を含む。色調は外器面がにぶい責褐色、内器面が暗灰黄色を呈す

る。14は 波状回縁である。内外器面ともナデ調整され、胎土中に l mm以下の黒雲母、金雲母を若干含

む。色調は外器面がにぶい褐色、内器面がにぶい黄橙色を呈する。19は 内外器面ともナデ調整され、

胎土中に2 mm程 度の長石、 l mm以下の金雲母を含む。色調は外器面が灰黄色、内器面がにぶい黄橙色

を呈する。20は 内外器面ともナデ調整され、胎土中に 1～ 2 alal程 度の石英、 l nlm以下の黒雲母を含

む。色調は内外器面ともにぶい責褐色を呈する。22は波状口縁である。内外器面ともナデ調整され、

胎土中に l mm以下の長石を含む。色調は外器面が褐色、内器面が明赤褐色を呈する。23は 波状口縁で

ある。内外器面ともナデ調整され、胎土中に4 mm程度の石英、 2 alm以下の長石、金雲母を含む。色調

は外器面がにぶい黄褐色、内器面がにぶい黄橙色を呈する。24は 波状口縁の波頂部付近である。内外
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器面ともナデ調整され、胎土中に l llnl程 度の長石、 1剛以下の黒雲母を微量に含む。色調は内外器面

ともにぶい責橙色を呈する。25は 内外器面ともナデ調整され、胎土中に4 mlll程度の長石、 l lllm程 度の

石英、黒雲母、金雲母を含む。色調は内外器面ともにぶい黄橙色を呈する。26は 内外器面ともナデ調

整され、胎土中に l lllm以 下の長石、石英、黒雲母、金雲母を含む。色調は外器面がにぶい責褐色、内

器面がにぶい褐色を呈する。28は 内外器面ともナデ調整され、胎土中に 1～ 3 mmの 長石、石英を含

む。色調は外器面が責褐色、内器面が灰黄褐色を呈する。33は 波状口縁である。内外器面ともナデ調

整され、胎土中に l alal以 下の長石、黒雲母を多 く含む。色調は内外器面 ともにぶい責橙色を呈する。

全体的に磨減している。34は波状口縁である。内外器面 ともナデ調整され、胎土中にl alm以 下の長石

を多量に含む。色調は外器面がにぶい褐色、内器面がにぶい橙色を呈する。内器面が磨減 している。

44は 内外器面ともナデ調整され、胎土中に l nlm以 下の長石、黒雲母、金雲母を含む。色調は外器面が

にぶい薄橙色、内器面が灰黄褐色を呈する。45は 内器面がナデ調整され、胎土中に1～ 2 nlm程度の長

石、石英を含む。色調は外器面がにぶい黄褐色、内器面がにぶい橙色を呈する。46は 内外器面ともナ

デ調整され、胎土中に l nlal以 下の長石、石英、黒雲母を含む。色調は外器面がにぶい黄掲色、内器面

がにぶい責橙色を呈する。48は内外器面ともナデ調整され、胎土中に3 mm程度の長石、 14m以 下の長

石、黒雲母を含む。色調は外器面がにぶい褐色、内器面がにぶい黄褐色を呈する。50は 内外器面 とも

ナデ調整され、胎土中に3 mm以 下の長石と、 l mm以下の黒雲母を含む。色調は外器面が灰責色、内器

面が灰責褐色を呈する。54は 内外器面ともナデ調整され、胎土中に2 1mll程度の石英を微量に含み、 1

mm程度の長石を含む。色調は外器面がにぶい黄褐色、内器面がにぶい黄橙色を呈する。56は 内外器面

ともナデ調整され、胎土中に1～ 2 alm程度の石英、 l llm程 度の長石を含む。色調は外器面がにぶい責

褐色、内器面が黄掲色を呈する。58は 内外器面ともナデ調整され、胎土中に 1剛以下の石英を含む。

色調は内外器面ともにぶい黄橙色を呈する。60は 口縁部突起部分である。内外器面ともナデ調整 さ

れ、胎土中に l nl14以 下の黒雲母を若干含む。色調は内外器面ともにぶい黄褐色を呈する。61は 内外器

面ともナデ調整され、胎土中に l mm以下の滑石を含む。色調は外器面が灰褐色、内器面がにぶい褐色

を呈する。65は 内外器面ともナデ調整され、胎土中に1～ 2 mm程 度の長石、石英を含む。色調は外器

面がにぶい責橙色、内器面がにぶい責褐色を呈する。67は 内外器面ともナデ調整され、胎土中に l mm

以下の長石を若千含む。色調は外器面がにぶい橙色、内器面が明褐色を呈する。68は 内外器面ともナ

デ調整され、胎土中に 1～ 3 mm程 度の長石、石英、黒雲母を含む。色調は外器面がにぶい黄橙色、内

器面が灰黄褐色を呈する。69は 内外器面ともナデ調整され、胎土中に l alm以 下の黒雲母、金雲母を含

む。色調は外器面が褐色、内器面がにぶい褐色を呈する。70は 内外器面ともナデ調整され、胎土中に

l anl程 度の長石、石英を含む。色調は外器面がにぶい褐色、内器面がにぶい橙色を呈する。71は 内外

器面ともナデ調整され、胎土中に1～ 3 alal程度の長石を含む。色調は内外器面ともにぶい黄橙色を呈

する。打は波状国縁である。内外器面ともナデ調整され、胎土中に l mm程度の長石と、石英を若千含

む。色調は外器面がにぶい褐色、内器面がにぶい黄橙色を呈する。75は 内外器面ともナデ調整され、

胎土中にl mm程度の長石、金雲母を含む。色調は内外器面とも灰黄褐色を呈する。76は擬似縄文が施

されている。内器面はナデ調整され、胎土中に l mm以下の長石を若千含む。色調は色内外器面とも褐

灰色を呈する。77は 内外器面ともナデ調整され、胎土中に2 mm以 下の長石、石英を含む。色調は内外

器面ともにぶい責橙色を呈する。78は 内外器面ともナデ調整され、胎土中に l mm以下の長石、石英、
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金雲母を含む。色調は外器面がにぶい掲色、内器面が灰黄色を呈する。80は 波状口縁の波頂部付近で

ある。内外器面ともナデ調整され、胎土中に l mm以下の長石を含む。色調は外器面が明褐色、内器面

が褐色を呈する。81は 波状口縁である。内外器面ともナデ調整され、 1～ 2 mm程度の長石、 1～ 3 mm

程度の石英を含む。色調は外器面が灰責褐色、内器面がにぶい黄橙色を呈する。83は 内湾する波状口

縁である。内外器面ともナデ調整され、胎土中に2 mm以下の長石、石英を多量に含む。色調は外器面

が橙色、内器面がにぶい責橙色を呈する。84は 波状口縁の波頂部であり、隆帯に刻み目が施されてい

る。内器面はナデ調整され、胎土中に l mm以 下の金雲母を多量に含む。色調は外器面がにぶい黄褐

色、内器面がにぶい褐色を呈する。85は 内外器面がナデ調整され、胎土中に2 nlll以 下の長石を多量に

含む。色調は外器面がにぶい黄橙色、内器面が褐灰色を呈する。86は 内湾する波状口縁である。内外

器面ともナデ調整され、胎土中に l nlal以 下の長石を含む。色調は外器面がにぶい黄橙色、内器面が黒

褐色を呈する。87は内外器面ともナデ調整され、胎土中に 141m以下の金雲母を含む。色調は外器面が

にぶい黄橙色、内器面がにぶい黄褐色を呈する。 4、 20、 28、 56、 61、 65、 75、 76、 78、 80、 81、 86

には褐鉄鉱が付着する。

第7図 -59は横位に刻み目が施されている。内外器面ともナデ調整され、胎土中に l nlm以 下の滑石

を含む。色調は外器面が黒褐色、内器面が褐灰色を呈する。

第 7図 -72、 73は 波状口縁の波頂部である。72は 刻み目が施されている。内外器面ともナデ調整さ

れ、胎土中に1～ 211111程度の長石、石英、 l am以下の金雲母を含む③色調は内外器面ともにぶい黄橙

色を呈する。73は 隆帯に刻み目が施されている。内器面はナデ調整され、胎土中に l llul以 下の長石を

含む。色調は外器面が明赤褐色、内器面が灰責褐色を呈する。

Ⅳ一B―b類 (第 6図 -1～ 3、 5～ 12、 30、 39、 第 7図 -82)

第6図-1は内外器面ともナデ調整され、胎土中に l nlal以 下の金雲母を若干含む。色調は外器面が

にぶい責橙色、内器面がにぶい黄褐色を呈する。 2は内外器面ともナデ調整され、胎土中に l llll以下

の長石、石英、黒雲母を含む。色調は外器面がにぶい黄橙色、内器面が暗黄灰色を呈する。 3は 内外

器面ともミガキ調整され、胎土中に l nm以下の長石を含む。色調は内外器面とも灰褐色を呈する。 5

は接合面で剥落している。内外器面ともミガキ調整され、胎土中に l mm以下の長石、石英、黒雲母を

含む。色調は内外器面ともにぶい責褐色を呈する。 6は内外器面ともナデ調整され、胎土中に3 mm以

下の石英、 l mm以下の長石、黒雲母、金雲母を含む。色調は外器面が橙色、内器面がにぶい黄褐色を

呈する。 7は外器面がほとんど剥落 している。内外器面ともナデ調整され、胎土中に l nlnl以 下の長石

を若千含む①色調は内外器面ともにぶい責橙色を呈する。 8は 内外器面ともナデ調整され、胎土中に

2～ 5 nm程度の石英を若千含む。色調は外器面がにぶい橙色、内器面が灰褐色を呈する。 9は波状口

縁である。外器面がナデ、内器面が条痕で調整され、胎土中に l mm以下の長石を含む。色調は外器面

が褐灰色、内器面がにぶい褐色を呈する。10は 外器面がハケメ、内器面がナデ調整され、胎土中に 1

nlm以 下の石英、黒雲母を含む。色調は外器面が灰白色、内器面が責灰色を呈する。11は波状口縁の波

頂部である。内外器面ともナデ調整され、胎土中に3 mm以下の石英、 l llna以 下の長石、黒雲母を含

む。色調は内外器面とも暗灰黄色を呈する。12は外器面が ミガキ、内器面がナデ調整され、胎土中に

l lm以下の金雲母を含む。色調は外器面がにぶい黄色、内器面が暗灰責色を呈する。301よ 内外器面と

もミガキ調整され、胎土中に3 mm以 下の長石、 141m以下の石英、黒雲母を含む。色調は外器面がにぶ
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い褐色、内器面が灰黄褐色を呈する。39は 内外器面ともナデ調整され、胎土中に3 allll以 下の長石、 2

nlal以 下の石英、 l nlal以 下の黒雲母、金雲母を含む。色調は内外器面とも黄褐色を呈する。第 7図 -82

は波状口縁の波頂部である。外器面はミガキ、内器面はナデ調整され、胎土中に211m以 下の長石、石

英、黒雲母を含む。色調は外器面がにぶい責色、内器面が暗灰黄色を呈する。46、 54、 55、 57、 84に

は褐鉄鉱が付着 している。

その他に、第 6図 -27は 口唇部が剥落 しているため、分類が不可能である。単節 LR縄文が施 さ

れ、棒状工具で沈線が施文されている。内器面はナデ調整され、胎土中に 1～ 3 mnlの 長石、石英を多

く含む。色調は、外器面が灰黄橙色、内器面がにぶい黄橙色を呈する。

胴部 (第 8～ 11図 -220、 図版 8～ 11)

(佐海 由美子)

A―a類 (第 8図 -91、 95、 105、 106、 110、 116、 118、 120～ 122、 125、 126、 第 9図 -136、 140、

141、 146、 150、 152、 154、 163～ 166、 168、 169、 172、 177)

第 8図 -95、 106、 125、 126、 第 9図 -140、 141、 146、 152は 単節 RL縄文が施され、棒状工具で

沈線が施文されている。95は 内器面が条痕で調整されている。胎土中に l lYlm以 下の石英、長石を若千

含む①色調は外器面がにぶい黄褐色、内器面が黒褐色を呈する。1061よ 内器面がナデで調整されてい

る。胎土中に1～ 3皿Ⅲの石英、 l nl14程 度の長石、黒雲母を含む。色調は外器面がにぶい責褐色、内器

面が灰黄褐色を呈する。125は 内器面がナデで調整されている。胎土中に 1～ 3 nlmの 石英、 l mnl程度

の長石、黒雲母を含む。色調は外器面がにぶい黄褐色、内器面が灰責褐色を呈する。126は 内器面が

ナデで調整されている。胎土中に4 mmの 石英を若千、 l mm以下の石英、金雲母を含む。色調は外器面

が橙色、内器面がにぶい黄褐色を呈する。1401ま 内器面がナデで調整されている。胎土中に2 11al以 下

の長石、石英を含む。色調は外器面がにぶい橙色、内器面が灰褐色を呈する。141は 内器面がナデで

調整されている。胎土中に l nm以下の長石を含む。色調は外器面がにぶい黄褐色、内器面が灰黄褐色

を呈する。146は 内器面がナデで調整されている。胎土中に2 mm程度の石英、 l lllm以 下の長石、金雲

母を含む。色調は外器面がにぶい黄褐色、内器面がにぶい黄橙色を呈する。152は 内器面がナデで調

整されている。胎土中に2 mm程 度の石英、 l mm以下の長石、金雲母を含む。色調は外器面がにぶい責

褐色、内器面がにぶい黄橙色を呈する。106、 125、 141、 146、 152に は褐鉄鉱が付着 している。

第 8図 -110、 116、 118、 121、 122、 第 9図 -150、 154、 163～ 166、 168、 169、 172、 177は単節

LR縄文が施され、棒状工具によって沈線が施されている。110は 内器面が ミガキで調整されている。

胎土中に l nun程 度の長石、金雲母を含む。色調は外器面がにぶい橙色、内器面が灰黄褐色を呈する。

116は 内器面が粗いナデで調整されている。胎土中に 1～ 2 mmの 長石、 l lrm以 下の黒雲母を含む。色

調は外器面がにぶい黄橙色、内器面がにぶい褐色を呈する。118は 内器面が条痕 とナデで調整されて

いる。胎土中に l mm以下の長石、石英を若干含む。色調は外器面がにぶい褐色、内器面が黒褐色を呈

する。121は 内器面がナデで調整されている。胎土中に l llnl程度の長石、石英を含む。色調は外器面

が灰褐色、内器面が黒褐色を呈する。122は 内器面がナデで調整されている。胎土中に 1～ 4 nlmの 金

雲母、 1～ 2 mm程 度の長石を含む。色調は外器面が暗掲色、内器面がにぶい責褐色を呈する。150は

内器面がナデで調整されている。胎土中に2 mm程 度の長石、石英、 l nlm以 下の金雲母を含む。色調は

内外器面ともににぶい責褐色を呈する。154は 内器面がナデで調整されている。胎土中に2 nlm程度の

石英を若千、 l mm以下の長石を含む。色調は外器面がにぶい責橙色、内器面がにぶい橙色を呈する。
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163は 内器面が ミガキで調整されている。胎土中に l lrlm以下の長石を含む。色調は外器面がにぶい黄

褐色、内器面が褐色を呈する。164は 内器面がナデで調整されている。胎土中に 1～ 2 mm程度の長石

を含む。色調は外器面がにぶい褐色、内器面が黒褐色を呈する。165は 内器面が ミガキで調整されて

いる。胎土中に l anl以下の長石、石英を含む。色調は外器面が暗灰責色、内器面が黒色を呈する。

166は 内器面がナデで調整されている。胎土中に2 alm以 下の長石、石英、黒雲母を含む。色調は内外

器面ともに責褐色を呈する。168は 内器面がナデで調整されている。胎土中に 1～ 2 trmの長石、石英、

l lYln4以下の金雲母を含む。色調は外器面が灰責褐色、内器面が褐色を呈する。169は 内器面が条痕で

調整されている。胎土中に2 nm以下の長石、石英を含む。色調は外器面がにぶい褐色、内器面が褐灰

色を呈する。172は 内器面が条痕で調整されている。胎土中に l llm程 度の長石、石英を若干含む。色

調は外器面がにぶい黄橙色、内器面が褐灰色を呈する。177は 内器面がナデで調整されている。胎土

中に1～ 2 41al程度の長石、石英を含む。色調は外器面が暗褐色、内器面が褐色を呈する。110、 118、

150、 154、 163、 165、 166、 168、 177に は褐鉄鉱が付着 している。

第8図 -91、 105、 120、 第 9図 -186は磨減のため節等は不明であるが、地文に縄文をもち、棒状

工具で沈線が施されている。91は 内器面がナデで調整されている。胎土中に211m程度の石英を若千、

l mm以下の長石を含む。色調は外器面がにぶい黄橙色、内器面がにぶい橙色を呈する。外器面に褐鉄

鉱が付着 している。105は 内器面がナデで調整されている。胎土中に l nlm程 度の長石を含む。色調は

内外器面ともにぶい黄橙色を呈する。120は 内器面がナデで調整されている。胎土中に l llm程度の長

石を含む。色調は外器面がにぶい責褐色、内器面が灰黄褐色を呈する。136は 内器面がナデで調整さ

れている。胎土中に 14114程 度の石英、 l nm以 下の長石、黒雲母を含む。色調は外器面がにぶい橙色、

内器面が褐灰色を呈する。

B一a類 (第 8図 -88～ 90、 92～ 94、 96～ 104、 107～ 109、 111～ 115、 117、 ■9、 123、 124、 127～

133、 第 9図 -134、 135、 137～ 139、 142～ 145、 147～ 149、 151、 153、 155～ 162、 167、 170、

171、 173～ 176、 第10図 -179、 181)

第 8図 -88～ 90、 92～ 94、 96～ 104、 107～ 109、 111～ 115、 119、 123、 124、 127～ 132、 第 9図 ―

137、 139、 142、 143、 147、 149、 151、 153、 155～ 158、 162、 167、 170、 171、 173～ 176、 第10図 一

179、 181は棒状工具による沈線が施されている。88は 内器面がナデで調整されている。胎土中に l nlm

程度の滑石、 l lllnl以下の長石を含む。色調は外器面がにぶい赤褐色、内器面が暗褐色を呈する。89は

内器面がナデで調整されている。胎土中に l mm以下の長石、石英、金雲母、黒雲母を含む。色調は外

器面、内器面ともに灰黄褐色を呈する。90は 内器面が条痕で調整されている。胎土中に l alll以 下の長

石を若干含む。色調は外器面がにぶい黄色、外器面が黄褐色を呈する。92は 内器面がナデで調整され

ている。胎土中に211m程 度の石英、 l mm以下の長石、金雲母を含む。色調は外器面が黄褐色、内器面

がにぶい黄色を呈する。93は 内器面がナデで調整されている。胎土中にl nlm以 下の滑石、長石、金雲

母を含む。色調は外器面がにぶい赤褐色、内器面がにぶい褐色を呈する。94は 内器面の調整は磨減 し

ているため、不明である。胎土中に l alal以 下の石英、長石を含む。色調は内外器面ともに橙色を呈す

る。内外器面 ともにかなり磨減 している。96は 内器面がナデで調整されている。胎土中に2 alm程度の

石英を若千、 l mm程度の長石を含む。色調は内外器面ともににぶい黄褐色を呈する。97は 内器面がナ

デで調整されている。胎土中に2 mm程度の石英、 l alm以 下の長石を若干含む。色調は外器面がにぶい
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黄褐色、内器面が灰責褐色を呈する。98は 内器面がナデで調整されている。胎土中に l nlnl以下の長

石、石英、金雲母を含み、3 nlal程度の長石、石英を若干含む。色調は内外器面ともににぶい黄橙色を

呈する。99は 内器面がナデで調整されている。胎土中に2 nlnl程度の石英を若干、 l mm以 下の長石、金

雲母を含む。色調は外器面が灰黄褐色、内器面が褐灰色を呈する。100は 内器面が ミガキで調整され

ている。胎土中に2 mm以 下の長石、石英、金雲母、黒雲母を含む。色調は外器面が黄褐色、内器面が

暗灰黄色を呈する。101は 内器面がナデで調整されている。胎土中に 1～ 3 mm程度の長石を含む。色

調は外器面が橙色、内器面がにぶい黄褐色を呈する。102は 内器面がナデで調整されている。胎土中

に 141m以 下の長石、石英を含む。色調は外器面がにぶい黄橙色、内器面がにぶい黄褐色を呈する。

103は 内器面がナデで調整されている。胎土中に l lllm以下の長石を若千含む。色調は外器面がにぶい

黄掲色、内器面が灰黄褐色を呈する。104は 内器面がナデで調整されている。胎土中に2111m程度の滑

石、 l nlll以 下の長石を含む。色調は外器面がにぶい褐色、内器面が黒褐色を呈する。107は 内器面が

ナデで調整されている。胎土中に21114以下の滑石、金雲母を含む。色調は外器面が灰赤色、内器面が

灰褐色を呈する。108は 内器面がナデで調整されている。胎土中に l mm程 度の長石を含む。色調は内

外器面ともににぶい責橙色を呈する。1091よ 内器面がナデで調整されている。胎土中に l rllnl以 下の長

石、石英を含む。色調は外器面が灰黄褐色、内器面がにぶい黄褐色を呈する。111は 内器面がナデで

調整されている。胎土中に3111m以下の長石を含む。色調は外器面が灰黄褐色、内器面が掲色を呈す

る。112は 内器面がナデで調整されている。胎土中に l alal以 下の長石、金雲母を含む。色調は外器面

が灰褐色、内器面が橙色を呈する。113は 内器面がナデで調整されている。胎土中に l mm以 下の石英

を含む。色調は外器面が灰褐色、内器面がにぶい褐色を呈する。114は 内器面がナデで調整されてい

る。胎土中に2 nm程 度の石英、 l nlnl以 下の金雲母を含む。色調は内外器面ともににぶい黄褐色を呈す

る。115は 内器面が粗いナデで調整されている。胎土中に 1～ 211m程 度の長石、 l nm以 下の黒雲母を

含む。色調は外器面がにぶい黄橙色、内器面がにぶい褐色を呈する。119は 内器面が条痕後ナデで調

整されている。胎土中に l mm以下の長石、金雲母を含む。色調は外器面がにぶい黄褐色、内器面がに

ぶい黄橙色を呈する。123は 内器面がナデで調整されている。胎土中に l mm程度の長石、石英を含む。

色調は外器面がにぶい褐色、内器面がにぶい黄橙色を呈する。124は 内器面がナデで調整されている。

胎土中に 1～ 2 111naの 長石を含む。色調は外器面が灰黄褐色、内器面がにぶい責褐色を呈する。127は

内器面がナデで調整されている。胎土中に2 mm以 下の滑石を含む。色調は外器面が暗赤褐色、内器面

が黒褐色を呈する。128は 内器面がナデで調整されている。胎土中に 141m以 下の長石を含む。色調は

外器面がにぶい赤褐色、内器面が灰褐色を呈する。129は 内器面が条痕で調整されている。胎土中に

l llm以 下の長石を含む。色調は外器面がにぶい黄褐色、内器面が褐灰色を呈する。130は 内器面が条

痕で調整されている。胎土中に2 mm以下の長石、石英を含む。色調は外器面がにぶい橙色、内器面が

褐灰色を呈する。131は 内器面がナデで調整されている。胎土中に5 mm程度の石英、 l nln4以 下の長石、

金雲母を若千含む。色調は内外器面ともに灰黄褐色を呈する。132は 内器面がナデで調整されている。

胎土中に 1～ 2 mmの 長石、石英を含む。色調は外器面がにぶい橙色、内器面がにぶい黄橙色を呈す

る。137は 内器面がナデで調整されている。胎土中に l mnl以 下の長石、金雲母を含む。色調は外器面

がにぶい掲色、内器面が灰褐色を呈する。139は 内器面がナデで調整されている。胎土中に l alnl程度

の長石、金雲母を含む。色調は外器面が灰黄褐色、内器面がにぶい責褐色を呈する。142は 内器面が
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ナデで調整されている。胎土中に l mm以下の長石を含む。色調は外器面が褐灰色、内器面がにぶい黄

褐色を呈する。143は 内器面がナデで調整されている。胎土中に l ll14以下の長石を若干含む。色調は

外器面がにぶい赤褐色、内器面が灰赤色を呈する。全体的に磨減 している。147は 内器面が条痕で調

整されている。胎土中に l all14以 下の長石を若干含む。色調は外器面が橙色、内器面がにぶい橙色を呈

する。1491よ 内器面がナデで調整されている。胎土中に l llnl以 下の長石を含む。色調は外器面がにぶ

い黄掲色、内器面が褐色を呈する。151は 内器面がナデで調整されている。胎土中に2 nlm以下の長石

を含む。色調は外器面が灰黄褐色、内器面がにぶい黄褐色を呈する。153は 内器面がナデで調整され

ている。胎土中に 1～ 2 alm程度の長石、石英を含む。色調は外器面がにぶい黄橙色、内器面が暗灰黄

色を呈する。155は 内器面の調整は磨減 していて不明である。胎土中に l alal以下の長石を含む。色調

は外器面がにぶい橙色、内器面が褐灰色を呈する。156は 内器面がナデで調整されている。胎土中に

l lll14以下の長石を含む。色調は外器面がにぶい褐色、内器面がにぶい赤褐色を呈する。157は 内器面

が条痕の後ナデで調整されている。胎土中に l nma程度の金雲母を含む。色調は外器面がにぶい責橙

色、内器面がにぶい責褐色を呈する。158は 内器面がナデで調整されている。胎土中に 1～ 211114程度

の長石を含む。色調は外器面がにぶい黄橙色、内器面が灰責褐色を呈する。162は 内器面がナデで調

整されている。胎土中に l aln4以 下の長石、金雲母を含む。色調は外器面が灰褐色、内器面がにぶい黄

褐色を呈する。167は 内器面がナデで調整されている。胎土中に l alal以下の長石を微量に含む。色調

は外器面がにぶい黄褐色、内器面が褐灰色を呈する。170は 内器面がナデで調整されている。胎土中

に2～ 3 nm程 度の石英、 l mm以下の長石を含む。色調は外器面がにぶい黄橙色、内器面が責褐色を呈

する。171は 内器面が丁寧なナデで調整されている①胎土中に1～ 2 alal程 度の長石、石英、 l llm以 下

の金雲母を含む。色調は外器面がにぶい黄掲色、内器面が灰黄褐色を呈する。173は 内器面が条痕で

調整されている。胎土中に l lllll以 下の黒雲母を含む。色調は外器面が赤褐色、内器面が橙色を呈す

る。174は 内器面が条痕で調整されている。胎土中に l llm以 下の長石、石英を含む。色調は外器面が

にぶい責橙色、内器面が黒褐色を呈する。175は 内器面がナデで調整されている。胎土中に1～ 211m

程度の長石を含む。色調は外器面がにぶい黄褐色、内器面がにぶい褐色を呈する。176イ よ内器面がナ

デで調整されている。胎土中に3 mm以下の長石、石英、金雲母を含む。色調は外器面が灰黄褐色、内

器面が暗褐色を呈する。179は 内器面がナデで調整されている。胎土中に l mm以 下の長石、石英を若

干含む。色調は外器面が灰黄褐色、内器面がにぶい責橙色を呈する。181は 内器面がナデで調整され

ている。胎土中に l llm以下の長石、石英を含む。色調は外器面が灰褐色、内器面が橙色を呈する。

89、  90、  92、  94、  96^ヤ 103、  107-109、  111^-114、  119、  123、  124、  127、  128、  131、  132、  139、  142、

143、 147、 149、 151、 153、 156～ 158、 162、 167、 171、 173、 175、 176に は褐鉄鉱が付着 している。

第 8図 -133は 突帯の上とその直上に2列単位の刺突が施されている。内器面はナデで調整されて

いる。胎土中に311m以 下の滑石、金雲母を含む。色調は外器面がにぶい黄掲色、内器面が灰黄褐色を

呈する。褐鉄鉱が付着 している。

第 9図 -134、 135は棒状工具による刻み目が施されている。134は 内器面がナデで調整されている。

胎土中に l mm以下の滑石を多量に含む。色調は内外器面ともににぶい橙色を呈する。135は 内器面が

ナデで調整されている。胎土中に l nlln以 下の滑石を多量に含む。色調は外器面がにぶい橙色、内器面

が灰責褐色を呈する。
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第 9図 -138は沈線が施され、内器面がナデで調整されている。胎土中に 1～ 2 alnlの 長石、石英、

l nlnl以 下の黒雲母を含む。色調は外器面がにぶい黄橙色、内器面が責灰色を呈する。全体的に磨滅 し

ており、掲鉄鉱が付着 している。

第8図 -117、 第 9図 -144、 1481よ擬似縄文が施文され、棒状工具による沈線が施されている。117

は内器面がナデで調整されている。胎土中に l nana以 下の金雲母を微量に、 2 mm程度の石英、 l nlll程 度

の長石を若千含む。色調は外器面がにぶい褐色、内器面がにぶい責褐色を呈する。144は 内器面がナ

デで調整されている。胎土中に 1～ 3 1mlの 石英を含む。色調は外器面がにぶい黄橙色、内器面がにぶ

い黄褐色を呈する。内外器面に褐鉄鉱が付着 している。148は 内器面がナデで調整されている。胎土

中に2 nllnの 長石を若千含む。色調は外器面がにぶい黄橙色、内器面がにぶい橙色を呈する。外器面に

褐鉄鉱が付着 している。

第 9図 -145は 2列単位の刺突が施され、内器面がナデで調整されている。胎土中に l IYlm以下の滑

石、長石を含む。色調は内外器面ともににぶい赤褐色を呈する。褐鉄鉱が付着 している。

第9図 -159、 1601よ貼付突帯のはがれ落ちたもので、棒状工具による刻み目をもつ。159は 胎土中

に1～ 2111n程度の長石、金雲母を含む。色調は外器面がにぶい責褐色を呈する。外器面に褐鉄鉱が付

着している。160は 胎土中に 1～ 3 anl程度の長石、 l lllal以 下の金雲母を含む。色調は外器面がにぶい

黄褐色を呈する。外器面に褐鉄鉱が付着 している。

第 9図 -161は 棒状工具による沈線 と凹点が施され、内器面はナデで調整されている。胎土中に2

mm以下の滑石、長石を含む。色調は外器面が赤色、内器面が暗褐色を呈する。褐鉄鉱が付着 している。

(池 田 恵理)

B一b類 (第 10図 -178、 180、 182～ 203、 第11図 -204～ 220)

第10図 -178、 180、 185、 188、 192、 194、 195、 第11図 -217は 内外器面ともにナデで調整されてい

る。178は胎土中に l mm以下の長石、黒雲母、金雲母、 l mm程 度の石英を若千含む。色調は外器面が

にぶい黄橙色、内器面がにぶい責掲色を呈する。180は 胎土中に l llm程度の長石、 1～ 3 alal程 度の石

英を含む。色調は外器面が褐灰色、内器面が黒褐色を呈する。185は 胎土中に 1～ 211m程 度の長石、

石英を含む。色調は外器面がにぶい黄褐色、内器面がにぶい褐色を呈する。188は胎土中に 1～ 2 alm

程度の長石、石英、 l nlll以 下の金雲母を含む。色調は外器面が橙色、内器面がにぶい黄褐色 を呈す

る。192は胎土中に1～ 3111n程度の滑石を含む。色調は外器面がにぶい褐色、内器面がにぶい橙色を

呈する。194は 胎土中に2 mm以下の滑石、 l mm以 下の黒雲母を含む。色調は外器面がにぶい赤褐色、

内器面が灰黄褐色を呈する。195は胎土中に 1～ 4 mm程度の長石、石英、 1～ 211m程度の金雲母を含

む。色調は外器面がにぶい責橙色、内器面が責褐色を呈する。217は 胎土中に 1～ 211m程度の石英、

l alm以 下の黒雲母、金雲母を含む。色調は外器面がにぶい黄褐色、内器面が黒褐色を呈する。焼成後

穿孔されている。また180、 185、 188、 192、 195、 217は褐鉄鉱が付着 している。

第10図 -182、 196、 198～ 200、 202、 第11図 -204、 213、 218、 220は外器面が条痕、内器面がナデ

で調整されている。182は胎土中に1～ 2 Hm程 度の長石、石英を含む。色調は外器面がにぶい赤褐色、

内器面がにぶい褐色を呈する。196は 胎土中に l lllm以下の長石、黒雲母を含む。色調は外器面がにぶ

い黄褐色、内器面が明褐色を呈する。198は胎土中に l nlm以下の石英、長石を含む。 l mm以 下の金雲

母を多 く含む。色調は外器面がにぶい責褐色、内器面が灰黄褐色を呈する。199は胎土中に 1～ 211111
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程度の長石、石英、金雲母を含むε色調は外器面がにぶい黄色、内器面がにぶい責褐色を呈する。

200は 胎土中に l nlna以 下の長石、石英を含む。色調は外器面がにぶい褐色、内器面が明赤褐色を呈す

るこ202は胎土中に 1～ 4 nlal程度の長石、 1～ 2皿Ⅲ程度の石英、黒雲母、金雲母を含む。色調は外器

面が灰責褐色、内器面がにぶい黄掲色を呈する。204は胎土中に l alm以 下の黒雲母を含む。色調は内

外器面ともににぶい橙色を呈する。213は胎土中に l mm以 下の長石を含む。色調は外器面がにぶい黄

褐色、内器面がにぶい責色を呈する。218は胎土中に 1～ 2 nlal程 度の石英、 l mm以 下の長石、金雲母

を含む。色調は外器面がにぶい褐色、内器面が褐灰色を呈する。220は胎土中に l llull以 下の黒雲母を

含む。色調は外器面がにぶい責色、内器面が灰責色を呈する。196、 198～ 200、 202、 204、 213、 218、

220は 褐鉄鉱が付着 している。

第10図 -183、 186、 187、 203、 第11図 -210、 219は外器面がナデ、内器面が条痕で調整されてい

る。183は胎土中に 1剛以下の黒雲母を含む。色調は内外器面 ともににぶい黄褐色を呈する。外器面

が磨減している。186は胎土中に 1～ 2 alal程度の長石、石英を含む。色調は外器面が橙色、内器面が

黒褐色を呈する。187は胎土中に 1～ 4 11al程 度の長石を含む。色調は外器面がにぶい橙色、内器面が

にぶい黄褐色を呈する。203は 胎土中に 1～ 3 mm程度の長石、石英を含む。色調は外器面がにぶい黄

掲色、内器面が,莞責色を呈する。210は胎土中に l alm以 下の長石、金雲母を含む。色調は外器面がに

ぶい黄橙色、内器面がにぶい責掲色を呈する。219は胎土中に l alnl以 下の長石を若千含む。色調は外

器面がにぶい黄橙色、内器面が灰責褐色を呈する。188、 203、 210は褐鉄鉱が付着 している。

第10図 -184、 201、 第11図 -206は外器面がミガキ、内器面がナデで調整されている。184は 胎土中

に 1～ 3 mm程 度の長石、 l mm程度の石英、 l mm以下の黒雲母を若干含む。色調は外器面がにぶい黄橙

色、内器面が暗灰責色を呈する。201は胎土中に 1～ 2 alm程度の長石を多量に含む。色調は外器面が

灰責掲色、内器面がにぶい黄褐色を呈する。補4笏孔が 3ケ 所あいている。206は胎土中に 1～ 2 nln4程

度の長石、石英を含む。色調は外器面が黒褐色、内器面が責灰色を呈 し、掲鉄鉱が付着 している。

第10図 -189～ 191、 第11図 -207、 208、 211、 212、 214～216は 内外器面ともに条痕で調整されてい

る。189は胎土中に l llm以 下の長石、石英を含む。色調は外器面がにぶい黄橙色、内器面が灰黄褐色

を呈する。190は胎土中に l mm以下の黒雲母を含む。色調は外器面がにぶい橙色、内器面がにぶい赤

褐色を呈する。191は胎土中に l mm以下の長石、石英、金雲母を含む。色調は外器面が灰黄褐色、内

器面が褐灰色を呈する。207は胎土中に 1～ 2 11al程度の長石を含む。色調は外器面がにぶい黄褐色、

内器面が褐色を呈する。208は 胎土中に l nlm以 下の長石を含む。色調は外器面がにぶい黄褐色、内器

面が褐色を呈する。2111よ 胎土中に 14114以 下の長石を若千含む。色調は外器面が褐灰色、内器面がに

ぶい責褐色を呈する。212は 胎土中に l nlal以 下の長石を若千含む。色調は外器面がにぶい黄褐色、内

器面がにぶい黄橙色を呈する。2141よ 胎土中に l alm以 下の長石、 2 alm以下の黒雲母を含む。色調は外

器面がにぶい橙色、内器面が暗灰黄色を呈する。215は胎土中に l mm程度の長石を若干含む。色調は

外器面が褐灰色、内器面がにぶい責橙色を呈する。外器面が磨減 している。216は胎土中に l mm以下

の長石を含む。色調は外器面が黄褐色、内器面がにぶい責橙色を呈する。189、 191、 207、 208、 212、

214、 215は 褐鉄鉱が付着 している。

第10図 -193は外器面が条痕、内器面が ミガキで調整されている。胎土中に 1～ 2 mm程度の石英、

l mm以下の長石、金雲母を含む。色調は外器面がにぶい責橙色、内器面が灰黄掲色を呈する。褐鉄鉱
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が付着している。

第10図 -197は 外器面がナデ、内器面が ミガキで調整されている。胎土中に l mm以 下の長石、黒雲

母を含む。色調は外器面がにぶい責橙色、内器面が灰責褐色を呈する。褐鉄鉱が付着 している。

第11図 -205、 209は 内外器面ともにナデで調整されている。205は土師質で、胎土中に l llm以下の

長石、石英、黒雲母を含む。色調は外器面が黄褐色、内器面が灰黄褐色を呈する。褐鉄鉱が付着 して

いる。209は壷形土器の頸部で、胎土中に3 111al以 下の長石、 211m以下の石英を含む。色調は内外器面

ともににぶい黄橙色を呈する。205、 209は縄文時代 より下る可能性がある。

底部 (第 11図 -221～ 231、 図版11)

第11図 -221は 外器面に指頭圧痕がみられ、内器面はミガキで調整されている。胎土中に l llal以下

の金雲母を含む。色調は外器面が黄灰色、内器面が灰黄褐色を呈する。褐鉄鉱が付着 している。

第11図 -222は 外器面が ミガキ、内器面がナデで調整されている。胎土中に6 mmの 石英を若干、 1

41al以下の金雲母を含む。色調は外器面がにぶい黄橙色、内器面が責灰色を呈する。接合面で外れてい

る。上部の割れ田部分に補4笏孔があけられている。褐鉄鉱が付着 している。

第11図 -223、 226～ 229、 231は 内外器面 ともにナデで調整されている。223は胎土中に l lllm以下の

長石、金雲母を多量に含む。色調は外器面が灰責褐色、内器面が灰褐色を呈する。接合面で外れてい

る。226は胎土中に2 11nl以下の長石、石英を含む。色調は外器面がにぶい黄橙色、内器面が灰責褐色

を呈する。接合面で外れている。227は胎土中に l nlm程度の長石、石英を含む。色調は内外器面 とも

ににぶい橙色を呈する。上げ底である。228は胎土中に l nlm程度の石英、金雲母を含む。色調は外器

面がにぶい橙色、内器面がにぶい責褐色を呈する。229の復元径は、約12.Ocmで ある。胎土中に2 alm

以下の長石、石英、金雲母を若干含む。色調は外器面が淡黄色、内器面が暗灰黄色を呈する。231は

胎土中に2 mm以 下の長石、石英、 l llll以 下の金雲母を含む。色調は外器面が明赤褐色、内器面がにぶ

い褐色を呈する。接合面で外れている。226～ 229、 231は褐鉄鉱が付着している。

第11図 -224、 230は外器面が浅い条痕、内器面がナデで調整されている。224は胎土中に l llm以 下

の石英を若干含む。色調は外器面がにぶい橙色、内器面がにぶい黄橙色を呈する。接合面で外れてい

る。230は胎土中に211m以 下の長石、石英を若干含む。 l nlal以 下の金雲母、黒雲母を含む。色調は外

器面が橙色、内器面が黒褐色を呈する。底部が接合面で剥がれ落ちている。また224、 230は褐鉄鉱が

付着 している。

第11図 -225は 内器面がナデで調整されている。胎土中に l nlm以 下の石英、金雲母を含む。色調は

外器面が褐灰色、内器面が灰黄掲色を呈する。接合面で外れている。

2日 土 製 品 (第 11図 232、 図版11)

第11図 -232は O-28区 の4層 から出土 した土製品である。

232は表面に工具による刻み目を施 し、裏面はナデで調整されている。胎土中に l alm以下の長石、

黒雲母、金雲母を含む。色調は表面がにぶい褐色、裏面が灰褐色を呈する。表裏面に褐鉄鉱が付着 し

ている。一部のみが残存 してお り、現存 としては長さ2.8cm、 幅2.4cm、 厚 さ1.lcm、 重 さ8.3gで あ

る。形状としてはわずかに反りを持ち、刻み目は浅い。
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3鳳 狂 i号吾 (第 12～ 14図 、図版 12、 13)

今回出土 した石器の総数は416点 あり、そのうち製品を中心にM点 を掲載する。その内訳は、石鏃

21点、スクレイパー2点、二次加工のある剥片 1点、打製石斧 1点、磨製石斧 2点、磨石 。敲石類 2

点、石皿 2点、石錘23点である。その他に石鏃未製品3点、石核 2点、磨製石斧刃部破片 1点 などが

出土 しているが、図示していない。欠損 しているものについては、現存の法量を明記 した。

石器の出上位置については次の通 りである。N-27区 では4層 か ら、第12図 -20、 第13図 -30、

31、 第14図 -41が出土 している。N-27区では4層上面から、第12図 -17が出上 している。N-29区

では4層 から、第12図 -5、 第14図 -48、 52、 53が出土 している。O-27区では4層上面から、第12

図-11、 第13図 -26、 29、 第14図 -37が、 4層 からは第12図 -7、 19、 第14図 -32が出土 している。

O-28区 では4層 から、第12図 -6、 13が出土 している。O-29区 では4層 から、第12図 -21、 第13

図-22、 28が出上 している。

また調査区全体から一括で、4層 からは第12図 -3、 8、 10、 15、 16、 第14図 -33、 35、 38、 42、

43が出上 している。 1層 および2層 からは第12図 -1、 4、 9、 14、 18、 第13図 -23～ 25、 27、 第14

図-34、 86、 39、 40、 44～ 47、 49～ 51、 54が出土 し、3層 からは第12図 -2が出上 している。壁清掃

土からは第12図 -12が出土 している。

石鏃 (第 12図 -1～ 21)

今回の調査では未製品も含めると、24点の石鏃が出土 している。そのなかで、21点 について掲載 し

た。石鏃の重さの平均は、0,4gで ある

第12図 -1は片方の脚部が欠損 している。石材は珪質安山岩である。長さ0,9cm、 幅0。 9cm、 厚 さ

0。 2cm、 重さ0,lgと 今回の調査の中で最 も小 さい石鏃である。 2は片方の脚部 と先端が欠損 してい

る。石材は珪質安山岩である。長さ1.Ocm、 幅0。 9cm、 厚 さ0,3cm、 重さ0.2gである。 3は完形品で、

石材は姫島産黒曜石である。長さ1.3cm、 幅1,3cm、 厚さ0。 3cm、 重さ0.3gで ある。褐鉄鉱が付着 して

いる。 4は完形品で、石材は姫島産黒曜石である。長さ1.3cm、 幅1.2cm、 厚 さO.2cm、 重さ0。 2gであ

る。細かい剥離で整形 している。 5は完形品で、鋸歯状の刃部をもつ。石材は姫島産黒曜石である。

長さ1.5clla、 幅1,Ocm、 厚さ0,3cm、 重さ0,3gである。 6は完形品で、石材は姫島産黒曜石である。長

さ1。 3cm、 幅1.2cm、 厚さ0。 2cm、 重さ0.2gで ある。細かい剥離で鋸歯状の刃部を作 り出している。 7

は先端が欠損 している。石材は姫島産黒曜石である。長さ1.4cm、 幅1.lcm、 厚 さ0.3cm、 重さ0.4gで

ある。腹面に主要剥離面が残 り、基部を中心に整形 している。 8は完形品で、石材は珪質安山岩であ

る。長さ1.6cm、 幅1.5cm、 厚さ0.2cm、 重さ0。 3gである。両側縁に両側から細かい剥離を施 して鋸歯

状の刃部を作 り出している。 9は完形で深い狭 りをもつ。石材は珪質安山岩である。長さ1,7cm、 幅

1.4c14、 厚さ0,3cm、 重さ0.3gで ある。細かい剥離で整形 して先端を細 く作 り出している。10は片方

の脚部と先端が欠損 している。石材は水晶である。長さ1.4cm、 幅1.Ocm、 厚 さ0。 2cm、 重さ0。 2gであ

る。腹面は主要剥離面が残 り、右側縁には細かい剥離がみられない。11は 完形品で、石材は珪質安山

岩である。長さ1.5cm、 幅1.2cm、 厚さ0。 2cm、 重さ0。 3gである。12は完形品で、石材は珪質安山岩で

ある。長さ1.7cm、 幅1.6cm、 厚さ0.2cm、 重さ0.3gで ある。両面から細かい剥離で整形 して、鋸歯状

の刃部を作 り出している。13は 完形品で、石材は姫島産黒曜石である。長さ1.7cm、 幅1.4cm、 厚 さ

0。 3cm、 重さ0.4gである。14は 完形品で、石材は珪質安山岩である。長さ1.7cm、 幅1.3cm、 厚 さ0。 3
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cm、 重さ0.4gである。細かい剥離を加えて整形 している。15は未製品で、石材は姫島産黒曜石であ

る。長さ1.8cm、 幅1.6cm、 厚さ0.4cm、 重さ0,7gで ある。両面に主要剥離面が残 り、主に基部周辺に

剥離を加えている。16は完形品で、石材は珪質安山岩である。長さ2.4cm、 幅1.5cm、 厚さ0.3cm、 重

さ0。 7gと 他の石鏃に比べてかなり大 きい。細かい剥離で丁寧に整形 している。17は基部の一部が欠

損 している。石材は珪質安山岩である。長さ2.Ocm、 幅1.3cm、 厚さ0。 4cm、 重さ0。 7gである。細かい

剥離で整形 しており、唯一基部に狭 りをもたないものである。18は両脚と先端が欠損 している。石材

は珪質安山岩である。長さ1。 3cm、 幅1.7cm、 厚さ0。 3cm、 重さ0。 7gである。19は片方の脚部と先端を

欠損 している。石材は珪質安山岩である。長さ1。 8cm、 幅1.3cm、 厚さ0。 3cm、 重さ0。 6gで ある。長い

脚をもち、やや粗い剥離で整形 している。20は 未製品で、石材は珪質安山岩である。長さ1.8cm、 幅

1.9cm、 厚さ0,5cm、 重さ1.4gで ある。腹面に主要剥離面が残 り、背面右狽1縁のみ刃部が作 り出され

ている。21は 未製品で、石材は珪質安山岩である。長さ1,4cm、 幅1.4cm、 厚 さ0.3cm、 重さ0。 3gであ

る。腹面は主要剥離面が残 り、右側縁には剥離を施 していない。

スクレイアヾ― (第 13図 -23、 24)

第13図 -23、 24は スクレイパーである。23は 刃部である下端部が使用により潰れている。腹面はポ

ジテイブな主要剥離面である。石材は珪質安山岩である。長さ2.9cm、 幅4.lcm、 厚さ0。 9c14、 重さ8,2

gである。24は上端部に自然面が残る。長さ4,lcm、 幅8.4cm、 厚 さ1.5cm、 重 さ44.5gである。主に

背面を粗い剥離で整形 した後、下端部に細かい剥離を施 して刃部を作 り出している。

二次加工のある剥片 (第 13図 -22)

第13図 -22は二次加工のある縦長剥片である。背面の右側縁は自然面であ り、左側縁には細かな剥

離が施される。ポジテイブな主要剥離面が残る。下端部は切断されている。石材は珪質安山岩であ

る。長さ5,4cm、 幅2.3cm、 厚さ0.7cm、 重さ11.9gである。

石斧 (第 13図 -25～ 27)

第13図 -25は短冊形の打製石斧である。全体的に磨減しているが、腹面下端部には使用による磨耗

がみられる。長さ9,3cm、 幅4.8cm、 厚さ2.lcm、 重さ115。 4gである。粗い剥離で整形 している。

第13図 -26、 27は磨製石斧である。26は 刃部が残つておらず、敲石に転用されている。長さ6.8ёm、

幅5.6cl14、 厚さ2.8cm、 重さ148.5gである。27は 乳棒状を呈する。刃部が破損 している。長さ14.6cm、

幅5.Ocm、 厚さ1.9cm、 重さ216.5gで ある。 (ヤ由不1 舞ξ)

磨石・敲石類 (第 13図 -29、 30)

第13図 -29は上端部と下端部が剥離 している。上端部の剥離は磨減がみられるが、下端部の剥離に

は殆ど磨減がみられず、新 しいものである。長さ8.lcm、 幅4.7cm、 厚 さ2.3cm、 重さ129,6gである。

30は 下端部の剥離に磨減がみられ、使用の痕跡は器面全体にみられる。長さ7.3cm、 幅5。 Ocm、 厚さ

1.8cm、 重さ77。 9gであり、褐鉄鉱が付着 している。

石皿 (第 13図 -28、 31)

第13図 -28は石皿の一部で、実測図左側の面に使用の痕跡がみられる。実測図右側の面は割れ面

で、長さ9.8cm、 幅6。 7cm、 厚さ2.Ocm、 重さ168.3gで ある。31は 実測図左側の面の中央付近に使用の

痕跡がみられる。上端部付近が欠損 している。長さ19.lcm、 幅19.7cm、 厚 さ9。 9cm、 重さは4,260gで

ある。
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石鍾 (第 14図 -32～54)

石錘は今回の調査で出土 したものを全点掲載 した。

小型のものが主で、大きさが10cmを 越えるものは出土せず、平均で長さ5。 lcm、 幅5,Ocmで あつた。

重さの平均は63.8gで あつた。

第14図 -32は実測図左側の右側面を打ち欠いていて、左側縁に 1ケ 所の狭 りを持つ。長さ3.2cm、

幅2.8cm、 厚さ0。 8cm、 重さ8,lgであり、表面に褐鉄鉱が付着 している。33は 実測図左狽1の右側縁に

打欠を持ち、左側縁に 1ケ 所の狭 りを持つ。長さ3.9cm、 幅3.5cm、 厚 さ2.Ocm、 重さ25。 3gである。

34は実測図左側の両側縁を各 1ケ 所打ち欠いていて、右偵1縁 と下端部に各 1ケ 所の狭 りを持つ。長さ

4.Ocm、 幅3。 9cm、 厚さ1,Ocm、 重さ23.4gで あり、表面に褐鉄鉱が付着 している。35は 両側縁を各 1

ケ所打ち欠いている。長さ3.6cm、 幅3.lcm、 厚さ1,7c14、 重さ23.2gである。36は両側縁に各 1ケ 所

の打欠を持つ。長さ4。 lcm、 幅3.6cm、 厚さ1.4cm、 重さ23.Ogで ある。37は両側縁に各 1ケ 所の打欠

を持つ。長さ4.7cm、 幅4.9cm、 厚 さ1.Ocm、 重 さ34.7gである。38は 実測図左側の左側縁に 1ケ 所、

右側縁に2ケ 所という3ヶ 所の狭 りを持つ。長さ3。 2cm、 幅3.4cm、 厚さ1,2cm、 重さ19.2gで ある。

39は 両側縁 と、両端部に各 1ケ 所 という4ケ 所の打欠を持つ。長さ4.4cm、 幅5.Ocm、 厚さ1.2cm、 重

さ27.8gで ある。40は 実測図左側の左側縁に3ケ 所、右側縁に1ケ 所という4ケ 所の打欠を持つ。実

測図右側の面は割れ面である。長さ4.6cm、 幅4.9cm、 厚さ1.lcm、 重さ26.4gで ある。41は 両側縁に

各 1ケ 所の打欠を持ち、両端部を打ち欠いて整形 している。長さ3.6cm、 幅3。 4cm、 厚さ1.lcm、 重さ

17.2gである。42は実測図左側の左側縁には擦 り跡がみられ、右側縁に打欠を lヶ 所持つている。長

さ5.2cm、 幅5。 3cm、 厚さ1.6cm、 重さ57.lgで あり、表面に褐鉄鉱が付着 している。43は 実測図左側

の左側縁に 1ケ 所の打欠と、両側縁に各 1ケ 所の狭 りを持つ。長さ4.8cm、 幅5。 lcm、 厚さ1.5cm、 重

さ39.lgで ある。44は両側縁に各 1ケ 所の打欠を持ち、両端部を打ち欠いて整形 している。長さ5。 2

cm、 幅3.Ocm、 厚さ1.6cm、 重さ31,Ogで ある。45は 実測図左側の右側縁を打ち欠き、左側縁 と両端部

に各 1ケ 所の狭 りを持つ。長さ3.2cm、 幅6.2cm、 厚さ1.3cm、 重さ51.8gで ある。46は 両側縁に各 1

ケ所の打欠を持つ。長さ4.4cm、 幅5。 6cm、 厚さ1.4cm、 重さ50.2gで ある。47は両側縁に各 1ケ 所の

打欠を持つ。周縁部に剥離が施されている。長さ4.7cm、 幅4.6cm、 厚 さ1.Ocm、 重さ26.2gで ある。

48は実測図左側の左側縁に 1ケ 所、右側縁に2ヶ 所という3ケ 所の打欠を持つ。長さ7.4cm、 幅7。 1

cm、 厚さ2.2cm、 重さ154.7gであり、表面に褐鉄鉱が付着 している。49は 両側縁に各 lヶ 所の打欠を

持つ。長さ5。 3cm、 幅5,lcm、 厚さ2.lcm、 重さ87.3gで ある。50は 両側縁に各 lケ 所の打欠を持つ。

長さ7.7cm、 幅4.5cm、 厚さ2.Ocm、 重さ81.Ogで ある。51は両側縁に各 1ケ 所 と、下端部に1ケ 所の

打欠を持つ。長さ8,4cm、 幅7,7cm、 厚さ2。 4cm、 重さ163.3gで ある。52は 実測図右側に打欠を持ち、

左狽1縁 と両端部に各 lケ 所の狭 りを持つ。長さ7,6cm、 幅5。 7cm、 厚 さ1.6cm、 重さ79.Ogで ある。53

は実測図左側の右側縁と上端部に各 lケ 所の打欠を持つ。全体的に磨減 している。長さ9。 2c皿 、幅8.8

cm、 厚さ2,9cm、 重さ315。 8gであり、表面に褐鉄鉱が付着 している。54は両側縁 と上端部を各 1ケ 所

打ち欠いていて、下端部に1ケ 所の狭 りを持つ。長さ4.7cm、 幅7.Ocm、 厚さ2.4cm、 重さ101.5gであ

る 。
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第四章 考

1.遺構について

今回の調査では、建物跡 (住居址か ?)の一部 と思われる柱穴列 P-01～ 05と 、土坑 SK-01が検

出されている。

今回検出した建物跡は上面が削平されているため、掘 り込みの有無は確認できない。柱穴列から復

原すると、平面プランは円形もしくは楕円形であると考えられる。円形の場合に推定される面積が約

32♂である事を考えると、中国地方における住居址の検出例の平均面積 (山 田2002)よ りも広 くなり、

大型のものであるといえる。

SK一〇lは 、土器と骨粉を出上 しているのみで、焼土や炭化物は検出されていない。遺構の上部に

ついては削平されているため不明であるが、埋土に分層がみられず、骨粉が出土 していることから、

土坑墓である可能性 も考えられる。 しかし骨粉が人骨か獣骨起源のものであるかがはっきりとしてい

ないので、土坑の性格は特定できない。

土坑は建物跡の内狽1に 位置してお り、建物跡に伴うと思われる。建物跡の中に土坑が検出されてい

る例は、岡山県佐藤遺跡 (竹 田1978)、 吉野口遺跡 (草原・河田1997)、 島根県石田遺跡 (池淵編

1998)、 前田中遺跡 (渡辺編1995)、 山口県上原田遺跡 (井上 。白岡 。西岡1995)な どがあげられる。

本例もこれらに類似 したものと考えられるが、遺構の上面が削平されているため、土坑が建物跡に伴

うものかどうか明確な判断を下すことが困難である。なお建物跡及び土坑の時期については、周辺の

遺物から縄文時代後期～晩期のものと考えられる。 (三谷 早希子)

2日 遺物について

土器

今回の調査では縄文土器2,497点が出上 したが、細片が多 く、詳細な検討を加えることは難 しいが、

特徴のある資料について以下に若干の考察を試みたい。

以前から石ケ坪遺跡では、九州系の並木式、阿高式土器と在地の中津式土器との共伴関係が指摘さ

れ、並木式、阿高式が従来の土器編年 より時期が下るのではないか と論 じられて きた (渡 辺編

2000)。 今回の調査目的の一つも、九州系の土器と在地の上器との関係を明らかにすることであった。

本調査で出土 したものでは、第 8図 -127は 阿高式、133は並木式と考えられ、他にも細片だが滑石

を含んだ土器が出土 しており、九州系土器の存在が見てとれる。しかし、滑石を含む土器は全部で49

点であり、出土土器全体の約 2%と 少ない。第 8図 -131は、滑石は含んでいないが、文様は阿高式

のものと見られ、九州系土器の影響がうかがえる。第 6図 -37は 口唇部に刻み日、外器面に刺突が施

され、第 4次調査でも類似 した土器が出土 している (山 田編2003、 第 9図 -9)。

Ⅳ―A― a類、A― a類の多くは、広義の中津式だと考えられる。例えば、第 6図 -31、 32、 第 8

図-120、 126、 第 9図 -172な どがそうであろう。Ⅳ一B一 a類、B― a類の中にも中津式 と思われる

土器が存在する。第 7図 -83、 85、 86、 や第 8図 -128、 132な どが中津式と考えられる。また、第 6

図-31、 第 7図 -79は、口唇部直下に縄文が施文されてお り、中津式の中でもより古相を示すものと

察
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考えられる。

上記のように、今回の調査でも第 1次、第 2次調査同様に、並木式、阿高式と中津式がともに出土

するという状態がうかがえる。 しかし、今回の調査では以下のような中期末ごろまで遡る可能性のあ

る土器が出土 した。第 7図 -84は波状口縁に2つ の刻み目隆帯を持つが、外器面が磨減 しているた

め、地文に縄文を持つかどうかが明確ではない。また、細片ではあるが第 7図 -73も 隆帯に刻み目を

持ち、同類の上器の波状口縁波頂部と思われる。

過去の調査では、石ケ坪遺跡で中期に位置付けられる在地の土器はほとんど出土 していなかった

が、今回上記のような中期末に属する土器が出土 したことで、石ケ坪遺跡が中期から存在 していた可

能性が出てきた。

同じ匹見町内では、匹見川下流の河岸段丘上に立地する田屋ノ原遺跡からも、船元Ⅳ式上器と並木

式土器がともに出土 している (渡辺編2001)。 匹見町における中期の土器の再検討が必要であろう。

その他には、第 6図 -38は文様構成から見て、中津式から福田 KⅡ 式にかけての上器 と思われる。

しかし、黒色で内外器面ともミガキ調整されている点は気になるところである。第 7図 -61、 67は 出

水貝塚出土土器に同類のものが見られ (岩崎・堂込編2000、 第32図 -210、 211、 第61図 -578)、 出水

式並行のものと思われる。あるいは北久根山式土器とも考えられるが、細片のため型式の特定は難 し

い。第10図 -201は器壁が薄く、外器面に丁寧なミガキ調整が施されている。後期後半から晩期初頭

のものと考えられる。無文土器 B一b類には器面が条痕調整されているものがあり、後期から晩期に

かけての粗製土器と考えられる。

以上のことから、今回出土 した土器の時期は、おおむね縄文時代後期初頭および晩期前半を中心と

するものといえるだろう。また、型式を特定できる有文土器を見る限りでは、中津式土器が大半を占

め、中津式以降、晩期に続 く土器がほとんど見当たらないという様相を呈 している。これは、中津式

期に石ケ坪遺跡における生業活動の規模がピークを迎えたということであろうか。

本調査での包含層は4層 のみであり、土器を層位的に分離することはできなかったが、出上 した土

器を見ると、以下のような想定ができる。石ケ坪遺跡が中期末に九州系土器を伴いなが ら、その後、

後期初頭の頃に隆盛 してくるという考え方である。第 1次調査地点で出土 した土器の中には、中津式

土器と阿高式系土器の折哀土器と考えられるものがあ り (足立1987、 第 7図 -9)、 九州系土器が在

地の上器に何 らかの影響を与えていたことは確かであろう。

残念ながら、今回の調査で出上 した並木式、阿高式上器は数が限られているのが現状である。今

後、石ケ坪遺跡や周辺の遺跡から出土する資料の増加を待つてから、詳細な検討を加えることが肝要

であろう。

土製品

(佐海 由美子)

第11図 -232に図示 した 1点の破片のみである。形態から分銅形土偶ではないかと考えられる。同

じ匹見町のヨレ遺跡と水田ノ上 A遺跡からも土偶が出上 している。ヨレ遺跡の上偶は 1点で上半部

のみ残存 した物で、頭部と手部が三角状を為す「奴凧形」土偶 と言われるものである (渡辺1993)。

分銅形に比べ頭部と手部の作 り出しが明瞭である。水田ノ上 A遺跡の上偶は2点発見 されていて、

1つ は表採されたものである。表採されたものはほぼ完形の板状小形土偶であり、臀部が丸 くおさま

るものとみられる。 もう 1つ は集石遺構内より出土 したもので、胸部の破片 と見 られる (渡辺編
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1991)。 これら同じ匹見町内で発見された土偶は3点 とも、深田氏が主張する腰を示す くびれと四肢

の省略を定義の要とする「分銅形土偶」から派生 したものと考えられる (深田2002)。 今回出土 した

土製品はより分銅形に近いものの一部であると考えられ、ヨレ、水田ノ上両遺跡の上偶に先行する可

能性がある。また、ヨレ遺跡 と水田ノ上 A遺跡で見つかつた土偶の時期はすべて後期後葉に比定さ

れる (深田2002)。 加えて文様が同じ様に周縁に沿って施される分銅形土偶の例 として大分県佐知遺

跡と香川県ナカンダ浜遺跡が挙げられる。佐知遺跡では2点出土 してお り、沈線を三条施 し、その間

に縄文と刺突文を施すものと、周縁に沿って刺突文を二列施す ものがある (坂本1989、 中村2000)。

ナカンダ浜遺跡でも2点出土 してお り、沈線 と刺突文が目立ち、乳房の表現はない (深田2000)。 共

に文様は違うが、分銅形のものの周縁部分に施文されている点で、今回出土 した土製品に類似 してい

る。これらはすべて後期中葉に比定されている (中 村2000)。 これらのことから今回出上 した土製品

も後期中葉の時期に比定出来るかもしれない。

石器

(山 中 将士)

今回の調査では、石鏃21点 、スクレイパー2点、二次加工のある剥片 1点、打製石斧 1点、磨製石

斧 2点、磨石 。敲石類 2点、石皿 2点、石錘23点の石器を図示 した。第 1次調査 (渡辺編1990)、 第

2次調査 (渡辺編2000)で大量に出土 している打製石斧、磨製石斧はそれぞれ 1点、2点 にとどまっ

ている。石斧は、今回の調査区にほど近い第 1次調査のD地区では12点 、第 2次調査の I区では18

点出上 している。これらとの違いは単なる調査地点の違いだけとは言い切れない。また、第4次調査

に類似 して数の上で石鏃、石錘が石器組成の大半を占めている。以下に今回の調査で出上 した石器に

ついての若干の考察を行なう。

石鏃の完成品は、重さから大小 2群に分けることができる。小型の群は18点 中14点 で重さ0。 4g以

下に入り、その大きさは長さ1.8cm以下、幅1.6cm以下である。第12図 -1～ 14が該当する。小型の群

はすべてに深い狭 りを施されている点に斉一性がみられる。大型の群は重さ0。 7g以上で、第12図 一

16～ 19が該当する。石材はすべて珪質安山岩のものである。石鏃の未製品は第12図 -15、 20、 21の 3

点である。調整方法についてみてみると、背面に調整剥離が多 く施され、しかも基部の調整を行なっ

てから側縁部を調整 している。

また、石鏃の石材は24点 中13点が珪質安山岩で、その他は 1点の水晶をのぞいて姫島産黒曜石であ

る。姫島産黒曜石の製品は小型の石鏃にしかなく、出土 した剥片 も長さ l cm程度のものばか りであ

る。また、珪質安山岩は小型のものから大型のものまで多様な様相を示 し、スクレイパーなどにも使

用されている。このことから姫島産黒曜石と珪質安山岩には石材による明確な使い分けが存在 してい

たと考えられる。それは石ケ坪遺跡に搬入されてきた姫島産黒曜石が小さなものばかりであつたから

かもしれない。さらに今回の調査では黒褐色の黒曜石が全 くみられない一方で、乳白色の姫島産黒曜

石が出土 しているということも石材の流通を考える上で九州との強いつなが りを想定できる。

スクレイパーは2点出上してお り、どちらも珪質安山岩でつ くられている。第13図 -24は細かい剥離

で丁寧に刃部を作 り出してお り、長さ、幅がちようど手のひらにおさまる大きさになっている。第 1

次調査で出上 したスクレイパーが穂摘具の類である可能性を指摘されているが (渡辺編1990)、 何に

使用されていたかについては、使用痕分析を行なった上で慎重に決めていきたい。

打製石斧は全体的に磨滅 してお り装着痕は確認できないが、刃部が使用により磨耗していることか
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ら掘 り具の可能性がある。石ケ坪遺跡で出上 している打製石斧は長さ10cm程度のものばかりであり、

同じ匹見町の水田ノ上遺跡、ヨレ遺跡で長さ20cm程度の大型の打製石斧が出上してしているのとは様

相が異なる (渡辺編1991、 渡辺・矢野編1993)。

石錘についても形や狭 りの位置には斉一性が見られないが、重さから大小3群に分けることができ

る。重さ40g以下の群は第14図 -32～41、 43、 44、 47が該当する。最も数が多い一群で、特に20～ 30

g程度のものが大半を占める。50g～ 110gの群は第14図 -42、 45、 46、 49、 50、 52、 54が該当する。

150g以上の群は第14図 -48、 51、 53が該当する。これらは第14図 -53が315,8gで ある以外は300g以

内におさまっており、山陰における河川流域から出土する石錘の特徴と一致する (會下2000)。

(1由利 崇)
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第五章 ま と

今回の調査の目的の一つとして、九州系の縄文土器と在地の縄文土器の時期的な関係を把握すると

いうことがあった。また、縄文時代の建物跡を検出し炭化種子を採取することで、当時の植物利用の

あり方について検討することも目的としていた。調査の結果、多数の縄文土器を中心とする遺物が出

土 し、さらに一部ではあつたが建物跡を検出することができた。ここで、今回の成果についてとりま

とめてお く。

調査は2週間という短い期間のために、36ポ という小規模な調査区内で行なわれた。前回の第4次

調査の際に、第 1次調査の調査区を確認 してお り遺跡内における各調査区の位置関係はおおよその見

当がついていた。したがって、建物跡を検出するために、第 1次調査で住居址が検出され比較的遺物

も豊富に出土 した地点に隣接するように調査区を設定 した。結果、今回の調査区内でも第 1次調査の

調査区の一部を確認することができた。また、今回の調査期間内に発掘調査 と並行 して周辺の測量調

査 も実施 したので、石ケ坪遺跡の各調査区の位置関係及び現状での周辺地形との位置関係を明確にお

さえることができた。

次に、今回の調査では水田の床土層の下に比較的多 くの遺物を内包 した包含層を検出した。さら

に、その上面では遺構として建物跡の一部と考えられる柱穴 5基 と土坑 1基を確認 した。建物跡は円

形に柱穴をめぐらせてお り、半分は調査区外に続 くものと考えられる。ただし、柱穴の深さは比較的

浅 く、直上には水田の床土層があった。これらのことから、包含層は本来はもっと高い位置まであっ

たが耕作によって削平されたものと判断した。また、建物跡の床面自体 も削られてお り、確認するこ

とができなかった。 したがって、竪穴建物であったのか、あるいは平地式の建物であったのかは不明

である。建物の時期としては、周辺の出土遺物などから縄文時代後期～晩期と考えられた。この建物

跡を復元すれば、中国地方における縄文時代の建物跡としては大型のものとなる。第 1次調査の報告

書においても、石ケ坪遺跡の建物跡が大型である傾向は指摘されてお り、今回の調査でもそのことを

確認することができた。一方、土坑は建物跡の内部にあたる位置で確認された。この上坑も浅いもの

で、おそらく底の部分のみが残っていたものであろう。他の遺跡の類例から建物跡に伴うものと考え

られる。土坑の埋土は持ち帰ってお リウォーターフローテーションにかける予定である。

遺物は水田の床上の下の包含層が検出されるようになると調査区一面において出土 した。多くは小

片ではあったが、中には比較的大きな破片も含まれていた。問題 とされている滑石が混入された九州

系の縄文土器が出土 してお り、在地の縄文時代後期初頭の中津式もともに出土 した。但 し、縄文時代

晩期の土器も出土しており、同一層内に複数の時期の土器が混在する状況であった。従って、良好な

層位的な出土状況の検討から、遺物の時期的な関係を検証することは今回の調査ではできなかった。

その他に、九州系の滑石混入土器や中津式とは区別され、なおかつ縄文時代中期末に遡る可能性の

ある土器が 2点出土 した。これらが中期末の上器であることを支持すれば、九州系の上器や中津式以

外にもそれらに接する時期の上器が存在 し、石ケ坪遺跡ではその時期の上器の出土量が少ないにすぎ

ないという想定ができるのかもしれない。そうならば、九州系の土器と中津式が時期的に接近する必

要はなくなる。 しかし、これは周辺地域の土器編年とも照らし合わせながら検討 した上で論 じるべき

事である。ここでは、石ケ坪遺跡における縄文時代中期末の様相の解明が今後とも課題である点を指
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摘しておく。

次に、石ケ坪遺跡から出土 した九州系の滑石混入土器は文様などから型式学的に本場の九州から出

土する土器と区別されるべきで在地化 した土器であろう。もし滑石自体が九州地方のものではなく中

国地方のものであることが明らかになれば、その上器は九州の滑石混入土器を理解 している人々に

よって中国地方で作られた可能性が考えられる。さらに、大分県の姫島産黒曜石が出土 している点も

注目される。このことは土器の型式という一文化的要素のみではなく、その他の面でも九州地方の影

響が確認できるということである。なおかつ、土器の在地化にみるように九州地方とも全 く同一な状

況ではない点を考慮すれば、単に九州の上器が中国地方の一部にまで広がつていただけではなく、九

州のある集団が石ケ坪遺跡に移住 してきた可能性 も考えられるのである。

九州地方の影響がみられる遣物で注目されてきた石ケ坪遣跡であるが、石器のあり方の面でも興味

深い。第 1次 。第2次調査において多 くの打梨石斧が出土 しており聯電文農耕」の可能性を示唆する。

今回の調査でも数は少ないが打製石斧が出土 している。その他に、今回の調査では石鏃と石錘が多数

出土 した。石鏃は比較的小型のもののみであ り、姫島産の黒曜石はより小さな一群の石鏃のみに使用

されており、どの製品に対 してどの石材を用いるかについて規則性があったものと考えられる。その

他に石核や石鏃未製品なども出土 している。石錘は大 きさ、形状などの点で多様でありそれぞれに

別々の使用法を想定するべ きかもしれない。点数としてこれらの石器が多数を占めるのは、その使用

法を考えると当然のことである。一方、このような狩猟・漁排具の他に磨製石斧、スクレイパー、磨

石・敲石、石皿などの一般的な器種の石器が揃っている。従って、石ケ坪遺跡は狩猟の際の作業場な

どのような特化 した所ではなく、様々な作業が行われる日常的な生活が営まれた場であつた事が石器

組成の面から認められるのである。

以上が今回の調査の概要である。

3回 にわたつた島根大学考古学研究室による石ケ坪遺跡の発掘調査は今回で終了した。調査の目標

の大きな柱に「縄文農耕」の実証という課題を据えたが、その他にも研究テーマとなりうる面を石ケ

坪遺跡はもっていた。姫島産黒日程石による小型の石鏃や多様な形状の石錘は山間部での生業のあり方

を考える上で良い資料となるだろう。また、九州系の滑石混入土器は土器の移動、あるいは人間の移

動に関わる問題に対する格好の研究材料となるに違いない。そういった多岐にわたる問題を内包する

石ケ坪遺跡を発掘できたことは、私たち学生にとって貴重な経験であつた。今回の調査・報告書作成

から学びとったことを今後に生かしていきたい。

3年間、匹見町の方々には多方面にわたってお世話になった。調査が無事に終了できたのは匹見町

教育委員会をはじめとする役場の方々、遺跡や宿舎周辺の町民の方々のご協力の賜物である。末筆な

がらここに記 して感謝申し上げる。
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図版 1

遺跡遠景 (北側 より)
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遺跡近景 (南東狽1よ り)
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図版 2

調査区設定状況 (南東側より)

調査区全景 (南東側より)
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図版 3
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調査区北東壁セクション (南西側より)
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図版 4

遺構検出状況 (南西側より)

遺構完掘状況 (南西側より)
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図版 5

SK-01検出状況 (南西根1よ り)

SK-01完掘状況 (南西側より)
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図版 6

土器 (1)
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図版 7
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図版 8
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図版 9

此認
●

■
‐４４
●
蜘

筆1割Q5■6

７期

　
　
　
一
Ⅱ
【
畑

一

出

と
柁

■

‐４８

162                 163

吼7
168

出土土器 (8)

-57-

r
141

●
147

且

152

172

177



図版 10
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図版 11
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図版 13
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